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最
近
、
山
本
七
平

氏
と
岸
田
秀
氏
と
の

対
談
形
式
に
よ
る
「
日

本
人
と
日
本
病
に
つ

い
て
」
と
い
う
本
を

目
に
し
、
学
生
時
代
、

山
本
氏
の
著
書
評
論

に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
久

し
振
り
に
氏
の
書
を
買
い
求
め
た
。

内
容
は
期
待
通
り
の
も
の
で
、
日
本

病
と
い
う
も
の
が
何
か
が
興
味
を
引

く
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
今
、

日
本
の
政
治
家
が
傾
聴
す
べ
き
問
題

で
あ
る
。

　

例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
日
本
国
家

は
一
つ
の
失
敗
を
教
訓
と
し
て
、
二

度
と
過
ち
を
犯
さ
な
い
と
い
う
努
力

に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
有
る
、
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
岸
田
氏
は
精
神
分
析

医
の
立
場
か
ら
太
平
洋
戦
争
で
の
作

戦
例
を
挙
げ
、
一
度
き
り
の
奇
襲
作

戦
の
成
功
例
を
い
つ
ま
で
も
繰
り
返

し
、
何
度
失
敗
し
て
も
変
え
る
こ
と

な
く
、
最
後
は
結
果
を
省
み
ず
、
特

攻
作
戦
を
繰
り
返
し
自
滅
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
国
家

の
構
造
的
欠
陥
で
あ
る
と
断
じ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
今
の
日
本
の
政
治

に
照
ら
し
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
と

思
わ
さ
れ
る
。

　

原
発
事
故
に
し
て
も
、
中
選
挙
区

を
小
選
挙
区
に
変
え
た
こ
と
も
、
失

敗
で
あ
っ
た
こ
と
は
誰
が
見
て
も
わ

か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
向
に
反
省

も
無
く
誰
も
責
任
を
取
ろ
う
と
し
な

い
。
政
治
資
金
規
正
法
、
政
党
助
成

金
等
し
か
り
で
あ
る
。

　

例
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、

郵
政
民
営
化
な
ど
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
は
、
一
度
、
郵
便
事
業
を
民
営
化

し
た
が
、
思
わ
し
く
な
い
結
果
を
招

い
た
時
点
で
速
や
か
に
元
に
戻
し
て

い
る
。

　

日
本
国
家
に
一
番
必
要
な
こ
と

「
過
ち
て　

改
む
る
に　

憚
る
こ
と

な
か
れ
」「
過
ち
て　

改
め
ざ
る
こ

と　

こ
れ
過
ち
と
い
う
」�

（
Ｕ
）

医の眼、
 歯科の眼

正
化
計
画
」に
医
療
費
や
病
床
数
、後

発
医
薬
品
の
使
用
割
合
な
ど
の
目
標

を
設
定
さ
せ
、達
成
で
き
な
い
場
合

は
、都
道
府
県
に
対
し
対
策
を
求
め
る

と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
】

・
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例

（
予
算
措
置
）の
見
直
し

　

法
改
正
で
は
な
い
が
、現
行
の
予
算

措
置
を
見
直
し
、後
期
高
齢
者
の
保
険

料
を
最
大
9
割
軽
減
し
て
い
る
特
例

措
置
を
廃
止
。こ
れ
に
よ
り
2
～
10
倍

の
負
担
増
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、保
険
給

　

都
道
府
県
が
市
町
村
の
納
付
金
と

標
準
保
険
料
率
を
決
定
し
、市
町
村
は

こ
れ
を
も
と
に
保
険
料
を
決
め
て
徴

収
す
る
た
め
に
、保
険
料
の
引
き
上
げ

や
徴
収
強
化
に
つ
な
が
る
。ま
た
、納

付
金
な
ど
は
医
療
費
の
実
績
な
ど
を

も
と
に
決
定
さ
れ
る
た
め
、市
町
村
に

医
療
費
削
減
を
迫
る
仕
組
み
。

・
そ
の
他

　

都
道
府
県
化
に
あ
た
り
、
国
は

3
4
0
0
億
円
の
財
政
支
援
を
実
施
。

市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
中
止
を
ね
ら
う
。財
源
は
健
保
組
合

な
ど
に
負
担
さ
せ
る
た
め
、こ
れ
ら
の

組
合
で
は
保
険
料
の
値
上
げ
の
可
能

性
が
出
て
く
る
。

【
高
齢
者
医
療
確
保
法
】

・
医
療
費
目
標
値
の
設
定
な
ど

　

都
道
府
県
が
策
定
す
る「
医
療
費
適

　

閣
議
決
定
に
先
立
つ
2
月
20
日
、厚

労
省
は
国
民
健
康
保
険
法
、健
康
保
険

法
、高
齢
者
医
療
確
保
法
な
ど
を
一
括

し
た
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

の
概
要
を
社
会
保
障
審
議
会
・
医
療
保

険
部
会
に
示
し
て
い
ま
し
た
。

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
の
具

体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す（
実
施

予
定
の
時
期
は
2
面
）。

【
健
康
保
険
法
】

・
入
院
時
の
食
事
代
の
引
き
上
げ

　

1
食
2
6
0
円
か
ら
段
階
的
に

4
6
0
円
ま
で
引
き
上
げ
る
。

・
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診
す
る

場
合
の
定
額
負
担
の
導
入（
定
額
は
選

定
療
養
の
義
務
化
）

・
患
者
申
出
療
養
の
創
設
な
ど

【
国
民
健
康
保
険
法
】

・
市
町
村
国
保
の
都
道
府
県
化

付
の
削
減
と
患
者
負
担
増
、医
療
費
抑

制
策
が
一
層
強
ま
り
ま
す
。医
療
保
険

制
度
改
革
関
連
法
案
の
成
立
阻
止
に

向
け
、医
療
現
場
か
ら
の
声
を
大
き
く

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
も
患
者
の
意
思
に
よ
っ
て
使
用
す

る
た
め
、
損
保
会
社
か
ら
の
直
接
依

頼
は
拒
否
す
べ
き
」
な
ど
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
、
法

的
知
識
を
持
ち
、
患
者
や
損
保
会
社

に
対
し
て
、
凛
と
し
た
態
度
を
取
る

こ
と
が
必
要
」
と
、
対
応
の
心
構
え

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
医
療

機
関
と
接
骨
院
等
の
受
診
形
態
に
つ

い
て
も
留
意
点
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
行
っ
て
い

た
中
で
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と

や
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
窓
口

や
電
話
に
お
い
て
、
損
保
会
社
や
患

者
と
対
応
す
る
た
め
、
今
日
の
講
演

は
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

3
面
に
参
加
者
の
感
想
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

機
関
の
対
応
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
初
診
時
の
対
応
、

②
損
保
会
社
か
ら
の
一
括
依
頼
、
③

診
断
書
記
載
上
の
注
意
、
④
症
状
固

定
と
は
、
⑤
後
遺
障
害
診
断
書
の
注

意
点
、
⑥
医
療
照
会
、
⑦
医
業
類
似

　

協
会
は
3
月
7
日
（
土
）、
広
島
市

内
に
て
、
医
科
研
究
会
「
交
通
事
故

診
療
：
医
療
機
関
に
お
け
る
対
応
（
柔

整
と
の
対
応
も
交
え
て
）」
を
開
催
し

ま
し
た
。
山
下
仁
司
先
生
（
日
本
臨

床
整
形
外
科
学
会
理
事　

自
賠
労
災

委
員
会
担
当
・
医
療
法
人
慶
仁
会
や

ま
し
た
整
形
外
科
院
長
）
を
講
師
に

お
招
き
し
、
交
通
事
故
の
際
の
医
療

行
為
と
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

中
で
も
患
者
さ
ん
や
損
保
会
社
へ

の
具
体
的
な
対
応
と
し
て
、「
交
通
事

故
は
加
害
者
と
被
害
者
の
損
害
賠
償

案
件
で
あ
り
、
医
療
機
関
の
治
療
費

請
求
先
は
、法
的
に
は
患
者（
被
害
者
）

の
み
で
あ
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お

く
こ
と
」、「
初
診
時
や
患
者
が
健
康

保
険
を
使
用
す
る
際
に
は
、
医
療
機

関
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取

る
の
か
を
、
丁
寧
に
患
者
に
説
明
す

る
こ
と
」、「
健
康
保
険
は
、
あ
く
ま

講師の山下先生
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広島県保険医協会は
特定秘密保護法に反
対します 政府がすすめる「社会保障と税の一体改革」

の問題点がよくわかります！
ぜひ、お読みください！

医
科
研
究
会
開
催

交
通
事
故
診
療
に
対
す
る

医
療
機
関
の
対
応

　

安
倍
内
閣
は
3
月
3
日
、患
者
申
出
療
養
の
創
設
や
市
町
村
国
保
の
都
道
府

県
化
、後
期
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
増
な
ど
、保
険
給
付
の
削
減
と
新
た
な
負

担
増
を
盛
り
込
ん
だ「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民

健
康
保
険
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
以
下
、医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
案
）を
閣
議
決
定
し
、国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。�

【
2
面
に
関
連
記
事
】

政府、医療保険制度改革関連法案を国会に提出

保険給付の削減と
負担増がずらり
保険給付の削減と
負担増がずらり

研究会の様子

主
張
「
介
護
施
設
と
介
護
職
員
を
追
い
詰
め
る
介
護
報
酬
減
に

反
対
す
る
」
／
患
者
申
出
療
養
の
問
題
点

広
島
国
税
局
懇
談
内
容
／
会
員
訪
問

医
療
費
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
／
医
科
点
数
等
Ｑ
＆
Ａ

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
関
わ
る
研
修
会
感

想
な
ど

原
発
よ
り
も
命
の
海
を

雇
用
問
題
等
Ｑ
＆
Ａ
／
連
載
企
画
日
清
戦
争
期
に
お
け
る
広
島

の
医
療
の
実
態

講演大要は5面～8面
市民公開講演会「持続可能な社
会保障を求めて」（2月22日）
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国庫負担を増やし、
介護報酬の改善・

引き上げを　

　

4
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

介
護
報
酬
改
定
は
、マ
イ
ナ
ス
2
・

27
％
と
、大
幅
な
引
き
下
げ
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。介
護
職
員
の
処
遇
改

善
分
を
除
い
た
改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス

4
・
48
％
に
も
な
り
ま
す
。

　

介
護
崩
壊
を
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、国
庫
負
担
を
増
や
し
、介
護
報
酬

の
改
善
・
引
き
上
げ
を
強
く
求
め
ま

す
。

　

な
か
で
も
、施
設
サ
ー
ビ
ス
費
は
、

介
護
療
養
、老
健
施
設
、特
養
と
も
大

幅
な
引
き
下
げ
で
す
。介
護
療
養
病

床
の
2
0
1
8
年
3
月
末
で
の
廃
止

を
撤
回
し
、必
要
な
施
設
療
養
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
保
障
す
べ
き
で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実

質
的
に
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
つ
い
て
も
、報
酬
を
引
き

上
げ
、必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

　

同
一
建
物
居
住
者
減
算
の
対
象
拡

大
の
撤
回
、経
口
維
持
加
算
の
引
き

上
げ
で
口
腔
ケ
ア
を
評
価
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、介
護
予
防
訪
問
看
護
・
通
所

介
護
の
新
総
合
事
業
移
管
を
中
止

し
、介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
し
て
、

む
し
ろ
拡
充
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

　

今
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
、前
述

の
内
容
の
み
で
な
く
、正
式
な
単
位

数
告
示
が
3
月
19
日
に
、施
設
基
準

告
示
は
23
日
に
出
さ
れ
、通
知
は
25

日
以
降
に
発
出
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
、介
護
現
場
に
混
乱
が
生
じ
て

い
ま
す
。告
示
・
通
知
の
発
出
か
ら
実

施
ま
で
十
分
な
周
知
期
間
を
設
け
る

こ
と
も
重
ね
て
求
め
ま
す
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、改
定
の
対
応
と

し
て
、4
月
初
旬
に「
医
療
系
介
護
報

酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」を
発
行
。今
月

下
旬
に
は
、介
護
報
酬
請
求
な
ど
を
解

説
し
た「
介
護
報
酬
Ｑ
＆
Ａ
・
レ
セ
プ

ト
の
記
載
」を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

既
に
ご
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
る

先
生
に
は
発
行
次
第
送
付
い
た
し
ま

す
。ま
だ
ご
注
文
い
た
だ
い
て
い
な

い
先
生
お
よ
び
追
加
分（
有
料
）を
ご

注
文
の
先
生
は
、協
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

安全性が未確立の
医療が広がる

患者申出療養の問題点
（1面関連）

　

日
本
に
お
い
て
は
、
混
合
診
療
は

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

本
来
は
保
険
診
療
で
必
要
な
医
療
が

提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
患

者
に
対
し
て
保
険
外
の
負
担
を
求
め

る
こ
と
が
解
禁
さ
れ
れ
ば
、
患
者
の

負
担
が
不
当
に
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
安
全
性
、
有
効

性
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
医
療

が
保
険
診
療
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ

て
し
ま
う
と
安
全
性
が
担
保
で
き
な

く
な
り
、
医
学
的
根
拠
の
な
い
医
療

の
実
施
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た

混
合
診
療
の
原
則
禁
止
を
前
提
に
、

例
外
的
に
厚
労
大
臣
が
認
め
て
い
る

の
が
保
険
外
併
用
療
養
制
度
で
す
。

　

今
回
、
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
患
者
申
出

療
養
」
に
つ
い
て
、
政
府
・
厚
労
省

は
保
険
外
併
用
療
養
の
な
か
に
創
設

し
、
2
0
1
6
年
度
か
ら
実
施
す
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
事
実
上
、
混

合
診
療
が
新
た
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

患
者
申
出
療
養
で
は
、
先
進
医
療

と
同
等
の
有
効
性
と
安
全
性
を
確
保

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
先
進
医
療

の
対
象
か
ら
外
れ
た
患
者
や
、
先
進

医
療
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
治
療
法

や
未
承
認
薬
も
対
象
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
例
が
あ
る
治
療
の
場
合
は

た
っ
た
2
週
間
で
承
認
。
前
例
が
な

い
治
療
の
場
合
で
も
申
請
か
ら
結
論

ま
で
6
週
間
で
判
断
し
ま
す
。現
在
、

先
進
医
療
は
原
則
6
カ
月
か
け
て
審

査
し
て
お
り
、
安
全
性
と
有
効
性
の

審
査
が
ご
く
短
期
間
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
想
定
外

の
事
故
や
健
康
被
害
が
お
き
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
保
険
外
の
治
療

法
や
未
承
認
薬
は
全
額
自
己
負
担
で

す
。
し
か
も
健
康
被
害
が
あ
っ
て
も

患
者
の
自
己
責
任
に
な
り
ま
す
。

　

安
全
性
・
有
効
性
が
未
確
立
な
ま

ま
実
施
さ
れ
て
い
る
自
由
診
療
や
臨

床
研
究
に
ま
で
、
保
険
外
併
用
療
養

の
範
囲
を
広
げ
、
医
療
保
険
の
財
源

が
流
用
さ
れ
る
危
険
性
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　全額社会保障に使うとの約束
で昨年4月に消費税が3％増えま
した。しかし実際は、医療で
は70～ 74歳の窓口負担が1割より2割
になり、2016年度よりの新たな負担
増が目白押しです。生活保護は2015
年度に320億円の削減、年金は0．5％
の削減、そして介護報酬は2．27％の
削減です。いったい何のための消費
税増税だったのでしょうか。進めて
いる法人税の減税の財源にするので
しょうか。
　このまま介護報酬の過去最大の下
げ幅だった06年度の2．4％に迫る削
減が実行されれば、介護現場はどう
なるでしょうか。今回は介護老人保
健施設（以下、「施設」と略します）
について少し詳しく述べてみます。
施設は2013（平成25）年度で、全国
に3906施設、総職員数は12万4千人、
経営母体は医療法人と社会福祉法人
で90％を超えており営利法人はあり
ません。
　医療機関と同じように、消費税の
最終納税者であるという制度の為、
5％時、1施設当たり年間600万円の損
税が発生しており、8％への増税時若
干の診療報酬の加算が付きましたが
損税額は増えています。
　さらに、施設は医療上安定してい
る人が入所しているという前提で、
入所者の内服薬などの治療や検査の
多くは保険がきかずほぼ施設の持ち
出しになっています。国の政策によ
り病院での早期退院が進み、在宅生
活が不安なため、病状が不安定な状
態のままの入所者が増えています。
吸痰や酸素吸入、点滴や抗生剤や利
尿剤などの使用が増えそれに伴う採
血など検査も増えています。
　施設団体の強い要望の為、肺炎・
尿路感染症・帯状疱疹に限って1週間、
1日3000円位の加算が算定できるよう
になりましたが、年間600万円位の持
ち出しになっています。
　今回は介護報酬の2．27％の削減と

言われていますが、一番大切な
基本報酬は4％も削減されてい
ます。利用料は月数百円位減り

ますが、2015年度より要支援者の保
険外し、年収280万円以上の人の利用
料を1割から2割に、居住費・食費を
軽減する補足給付の縮小など利用者
の負担は増えていくのです。介護職
員の処遇改善加算は算定要件の厳し
い加算Ⅰで2．7％、加算Ⅱで1．5％
がつけられ月12000円の給料アップが
出来るとしています。これでも全産
業平均の31万円に比し7万円も低いの
です。
　介護報酬が減れば、現場では支出
を少しでも減らすため内服薬や点滴
などの治療や検査を減らすか、人件
費を減らさざるを得なくなります。
つまり、介護サービスの質の低下が
避けられないのです。
　国は2025年に向け医療費や介護費
を減らすために、「入院・施設より在
宅へ」の流れを推し進めており早期
に在宅に戻す戦略が取られています。
昨年9月3日の中国新聞に福山市の在
宅の65歳以上の高齢者2014人へのア
ンケートで介護が必要になった時な
どに施設入所を希望する人が36．7％
に上り、自宅介護の希望者28．7％を
上回ったように無理があるのです。
　これまでの日本をつくってくれた
高齢者の介護が必要になった時の住
処（すみか）は、家族の負担などを
考え施設を希望される方も多く、施
設の充実も必要なのです。実際、施
設で最期を迎えられる方も増えてい
るのです。
　介護を社会で支えていくという介
護保険本来の理念を取り戻すために、
これからの高齢化日本を支える介護
従事者の生活と人生を守り、サービ
スの質を確保するために介護保険の
国庫負担割合を現行の25％より増や
し、介護基本報酬を10％増やす事を
求めます。

主　 張

介
護
施
設
と
介
護
職
員
を
追
い
詰
め
る
介
護
報
酬
減
に
反
対
す
る

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

医療系介護報酬改定の
ポイント

4月初旬発行

介護報酬Q＆A･レセプト
の記載

4月下旬発行予定

いずれも医科向けの書籍です。
書籍をご希望の先生は協会事
務局まで電話またはFAXでご
注文ください。
発行次第送付します（会員限定）。
正誤表は協会ホームページでご
確認ください。

介護報酬改定に
役立つ1冊です！

介護報酬改定

表　医療保険制度改革関連法案の主な内容

実施予定時期 実施内容

2016年度

・入院時の食事代の引き上げ（1食
260円→360円）
・紹介状なしで大病院を受診する場
合の定額負担の導入
・患者申出療養の創設

2017年度
・後期高齢者の保険料の軽減特例
（予算措置）の見直し（特例の廃止に
より、2～10倍の負担増に）

2018年度
・入院時の食事代の引き上げ（1食
360円→460円）
・市町村国保の都道府県化
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れ
ま
し
た
。

　

帳
簿
書
類
等
の
持
ち
帰
り
に
つ
い

て
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が「
納
税
者
が
持

ち
帰
り
を
承
諾
す
る
こ
と
は
、イ
コ
ー

ル
、税
務
署
内
で
の
コ
ピ
ー
も
承
諾
す

る
と
い
う
こ
と
か
」と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、局
は「
調
査
の
遂
行
上
、必
要
な
も

の
は
コ
ピ
ー
す
る
」と
回
答
。つ
ま
り
、

署
内
で
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
を
前
提
に

帳
簿
書
類
等
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
納
税

者
が
持
ち
帰
り
は
承
諾
す
る
が
、署

内
で
の
コ
ピ
ー
は
承
諾
し
な
い
場
合

は
ど
う
な
の
か
」と
質
す
と
、局
は「
コ

ピ
ー
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、（
帳
簿
書
類
等
は
持
ち
帰
ら
ず
）

納
税
者
の
事
務
所
で
調
査
す
る
こ
と

に
な
る
」と
述
べ
ま
し
た
。こ
の
よ
う

に
局
の
回
答
か
ら
も
、納
税
者
が
現
場

で「
持
ち
帰
り
に
同
意
し
な
い
」こ
と

は
法
的
に
何
ら
問
題
が
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
、し
た
が
っ
て
罰
則（
不
利

益
）は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、紛
失
等

の
大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
う
も
の
で
あ

り
、基
本
的
に
断
わ
る
べ
き
だ
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、調
査
官
が
帳
簿
書
類
等
を

持
ち
帰
る
際
に
は「
預
り
証
」が
発
行

さ
れ
、そ
れ
に
納
税
者
の
署
名
・
押
印

が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
記
載
内
容

が「
書
類
一
式
」な
ど
概
括
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、中
国
ブ

ロ
ッ
ク
は「
×
×
宛
領
収
証 

合
計
○

枚
」「
×
×
と
の
契
約
書
」な
ど
個
別
具

体
的
に
記
載
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
局
は「
現
場
で
は
、領
収

証
綴
り
1
冊
な
ど
具
体
的
に
記
載
す

る
よ
う
取
り
扱
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。さ
ら
に「
書

類
一
式
」な
ど
概
括
的
な
記
載
内
容
に

納
得
で
き
な
い
場
合
、納
税
者
が「
預

り
証
」へ
の
署
名
・
押
印
を
拒
否
し
て

も「
罰
則
は
な
い
」と
局
は
答
え
て
い

ま
す
。調
査
官
か
ら
帳
簿
書
類
等
の
コ

ピ
ー
や
持
ち
帰
り
の
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
に
は
安
易
に
応
じ
ず
、現
場
で

調
査
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
大
事

で
す
。�

（
つ
づ
く
）

※
本
ニ
ュ
ー
ス
は
山
口
県
保
険
医
協
会
が
作

成

　

懇
談
は
昨
年
9
月
に
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
各
協
会
で
実
施
し
た「
税
務
問
題
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」結
果
を
も
と
に

行
わ
れ
、各
協
会
よ
り
弁
護
士
や
公
認

会
計
士
、税
理
士
な
ど
専
門
家
も
参
加

し
て
14
名
が
出
席
、局
か
ら
は
中
野
氏

（
総
務
課
課
長
補
佐
）、佐
藤
氏（
総
務

課
）が
応
対
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、河
野
代
表
団
長（
山
口
協
会

税
経
部
長
）が
挨
拶
、「
申
入
れ
書
」を

　

講
演
会
終
了
後
、近
く
の
行
き
つ

け
の
店
で
夕
食
を
取
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。店
の
大
将
が
私
の
顔
を
み
る

な
り
、「
先
生
、交
通
事
故
に
遭
い
ま
し

た
」と
言
っ
て
き
ま
し
た
。私
は
、す
ぐ

に
、「
人
身
？
物
損
？
」と
問
い
か
け
ま

し
た
。大
将
に
は
悪
い
の
で
す
が
、実

に
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
し
た
。大

将
曰
く
、「
相
手
が
公
務
員
だ
っ
た
の

で
、物
損
に
し
て
あ
げ
ま
し
た
よ
」と

の
こ
と
。し
か
し
な
が
ら
、講
演
内
容

に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、大
将
も
、

内
服
薬
・
外
用
剤
を
手
に
し
て
、「
薬
は

も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
が
、な
か
な

か
・
・
・
」と
し
っ
か
り
、治
療
を
受
け

て
い
ま
し
た
。“
物
損
”
な
の
に
。

　

余
談
は
さ
て
置
き
、当
院
は
皮
膚
科

な
の
で
、事
故
に
遭
わ
れ
た
患
者
さ
ん

が
駆
け
込
ん
で
こ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
稀
な
の
で
す
が
、一
旦
、怪
我
が

落
ち
着
か
れ
て
か
ら
の
、瘢
痕
形
成
等

で
来
院
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
開
始
後
、数
ヶ
月
経
っ
て
か
ら
、

保
険
会
社
の
言
い
な
り
に
事
務
処
理

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、事
故
関
連
の
症
状
以
外
の
診

療
が
同
時
に
な
さ
れ
る
場
合
、あ
る
い

は
原
爆
手
帳
や
他
の
受
診
者
証
を
使

用
し
て
の
診
療
と
な
れ
ば
、さ
ら
に
手

続
き
は
複
雑
化
す
る
の
で
す
か
ら
、

遡
っ
て
の
請
求
と
な
る
と
、事
務
方
に

と
っ
て
は
苦
難
の
連
続
と
な
る
の
で

す
。

　

今
回
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
て
反
省

し
た
こ
と
は
、医
療
従
事
者
も
あ
る
程

度
の
法
律
の
知
識
を
持
っ
て
お
く
べ

き
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
上
で
、

損
保
会
社
の
言
い
な
り
に
な
る
必
要

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、大
変
貴

重
な
お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
山
下
仁

司
先
生
と
、こ
の
度
の
医
科
研
究
会
の

企
画
、運
営
を
さ
れ
た
保
険
医
協
会
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
深
謝
い
た
し
ま

す
。（
安
芸
郡
熊
野
町
・
は
ま
も
と
皮
ふ

科
院
長
）

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
額
を
保
険
会

社
が
支
払
う
の
で
、当
院
で
受
領
し
た

額
を
患
者
さ
ん
に
返
金
し
、そ
の
額
を

改
め
て
損
保
会
社
に
請
求
す
る
よ
う

に
と
、半
ば
強
制
的
に
依
頼
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、数
ヶ
月
に

渡
っ
て
、既
に
提
出
し
た
レ
セ
プ
ト
を

取
下
げ
て
、全
額
保
険
会
社
に
請
求
し

た
こ
と
も
・
・
・
。患
者
さ
ん
は
同
意
し

て
お
ら
れ
る
し
、患
者
さ
ん
の
不
利
益

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
、事
務
方
は

　

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
2
月
19
日
、
第
29
回
目
と
な
る
広
島
国
税
局
と

の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
既
に
3
月
10
日
号
で
懇
談
の
様
子
を
報
道
し
て
い
ま

す
が
、
本
号
お
よ
び
5
月
10
日
号
に
て
、
各
要
望
に
沿
っ
た
懇
談
の
詳
細
を
紹

介
し
ま
す
。
税
務
調
査
の
際
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

手
渡
し
た
後
、①
11
項
目
の
事
前
通
知

の
徹
底
と
文
書
に
よ
る
通
知
、②
身
分

証
明
書
・
質
問
検
査
章
の
1
0
0
％
提

示
、③
調
査
現
場
で
の
コ
ピ
ー
要
求
と

帳
簿
書
類
の
留
置
き
、④「
預
り
証
」へ

の
具
体
的
内
容
の
記
載
、⑤
反
面
調

査
、⑥
質
問
応
答
記
録
書
、の
6
点
に

対
す
る
局
の
一
括
回
答
が
行
わ
れ
、意

見
交
換
に
入
り
ま
し
た
。

「
留
置
き
を
承
諾
す
る
が
、署
内
で
の

コ
ピ
ー
は
ダ
メ
だ
と
言
っ
た
場
合

は
？
」（
保
団
連
）

「
留
置
き
の
意
味
が
な
い
。納
税
者
の

事
務
所
で
調
査
す
る
こ
と
に
な
る
」

（
国
税
局
）

　

今
回
の
懇
談
で
は
、調
査
現
場
で
の

コ
ピ
ー
要
求
、帳
簿
書
類
等
の
持
ち
帰

り（
留
置
き
）と「
預
り
証
」に
関
す
る

法
的
位
置
付
け
が
、大
き
な
焦
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

税
務
調
査
は
、裁
判
所
の
令
状
が
な

い
限
り
任
意
調
査
で
あ
る
た
め
、納
税

者
の「
理
解
と
協
力
」を
得
て
行
う
こ

と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。過
去
2

回
の
懇
談
で
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
、調
査

官
が
現
場
で
帳
簿
書
類
等
の
コ
ピ
ー

を
納
税
者
に
求
め
た
場
合
、そ
れ
が
質

問
検
査
権
の
行
使
に
当
た
る
の
か
ど

う
か
を
質
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
局
は

「
調
査
現
場
で
の
コ
ピ
ー
要
求
」に
応

じ
る
か
否
か
は
納
税
者
の
任
意
で
あ

る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
懇
談

で
、「
調
査
官
が
コ
ピ
ー
を
求
め
る
こ

と
は
質
問
検
査
権
の
行
使
で
あ
る
」と

見
解
を
変
更
し
ま
し
た
。た
だ
し
、「
納

税
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、そ
の
承

諾
を
得
て
行
う
も
の
で
、強
制
で
は
な

い
。コ
ピ
ー
に
応
じ
な
い
こ
と
だ
け

を
捉
え
て
罰
則
を
適
用
す
る
こ
と
は

な
い
」と
し
、あ
く
ま
で
納
税
者
の「
理

解
」と「
協
力
」と「
承
諾
」が
な
け
れ
ば

コ
ピ
ー
は
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
さ

医科研究会
「交通事故診療：医療機関に
おける対応（柔整との対応
も交えて）」に参加して

（感想）濱本　嘉昭

帳簿書類等の持ち帰りは
拒否しても罰則はない

納税者の理解と協力と承諾が
なければコピーもできない

会員訪問39会員訪問39会員訪問39会員訪問39
坂井　右子　先生坂井　右子　先生坂井　右子　先生坂井　右子　先生
坂井矯正歯科 小児歯科
（広島市佐伯区）

坂井矯正歯科 小児歯科
（広島市佐伯区）

保団連中国ブロック　
第29回広島国税局との懇談（その1）
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「
窓
口
負
担
増
」反
対
の
声
高
く

医
療
費
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

協
会
は
、昨
年
秋
、「
子
ど
も
と
重
度
障
害
者
の
医
療
費
の
無
料
化
を
求
め
る

連
絡
会
」と
共
同
で
広
島
市
民
を
対
象
に
し
た
乳
幼
児
、ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
助
成
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。1
9
6
8
人
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、窓
口
負
担
増
反
対
の
声
が
約
7
割
近
く
に
の
ぼ
り
、ま

た
負
担
増
に
よ
り
受
診
を
控
え
る
と
回
答
し
た
方
が
約
6
割
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。医
療
費
の
心
配
な
く
、安
心
し
て
受
診
で
き
る
環
境
が
い
ま
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、今
後
、医
療
費
助
成
制
度
充
実
の
取
り
組

み
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
子
ど
も
、ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
助
成
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　
「
現
在
、助
成
を
受
け
て
い
る（
受
給

者
証
を
も
っ
て
い
る
）」40
％
、「
助
成

対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、制
度

が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
」42
％
、

「
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
」9
％
で
し
た
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
は
、何
歳
ま
で
が
よ
い
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

　
「
小
学
校
卒
業
ま
で
」28
％
、「
中
学

校
卒
業
ま
で
」38
％
、「
18
歳
ま
で
」

県
や
市
町
村
の
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て（
自
由
意
見
一
部
）

・
弱
い
者
を
守
る
制
度
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。ど
ん
な
家
庭
に
生
ま

れ
た
子
供
で
も
、大
切
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
か
ら
。

・
女
性
は
仕
事
と
子
育
て
の
両
方
で
、

常
に
悩
ん
で
い
ま
す
。子
ど
も
を
育

て
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

・
一
人
で
育
て
る
に
は
、限
度
が
あ
る

の
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。や
む
を
得

ず
一
人
で
育
て
て
い
る
家
庭
も
あ
る

事
も
心
に
お
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。仕
事
、育
児
の
上
で
今
は
本
当
に

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。病
院
に
は
、安

心
し
て
連
れ
て
行
き
た
い
で
す
。

・
な
ぜ
所
得
制
限
が
あ
る
の
か
さ
っ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
し
理
解
で
き
ま
せ

ん
。子
供
に
所
得
は
関
係
な
い
と
思

い
ま
す
。何
で
も
か
ん
で
も
所
得
制

限
す
る
の
は
、今
す
ぐ
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

・
子
ど
も
に
何
か
症
状
が
あ
っ
た
り
、

訴
え
が
あ
っ
て
も
、ま
だ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
の
で
、制
度

が
充
実
し
て
い
る
ほ
う
が
、医
療
機

関
に
相
談
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
に
上
が
っ
て

も
子
供
は
急
激
に
丈
夫
に
な
る
訳
で

は
な
い
の
で
、健
康
維
持
の
た
め
に

も
助
成
制
度
の
充
実
を
願
い
ま
す
。

・
や
っ
と
こ
の
問
題
に
広
島
市
の
目
が

向
い
て
い
る
の
か
と
安
心
し
ま
し
た
。

広
島
県
内
を
問
わ
ず
、全
国
の
自
治
体

を
見
て
も
、小
学
校
卒
業
く
ら
い
ま
で

は
、子
ど
も
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い

る
町
が
ほ
と
ん
ど
の
中
で
、広
島
市
は

子
育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
が
少
な

い
と
思
い
ま
す（
全
国
の
政
令
市
は
き

ち
ん
と
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
）。我

が
子
は
、ア
ト
ピ
ー
が
あ
り
、毎
月
の

く
す
り
代
が
大
変
で
す
。未
来
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
制
度
を
早
急
に
つ
く
っ

て
下
さ
い
。

31
％
、「
そ
の
他
」成
人
ま
で
、学
生
の

間
な
ど
3
％
で
し
た
。義
務
教
育
ま
で

と
い
う
声
が
約
6
割
強
で
し
た
。

○
子
ど
も
、ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
助
成
制
度
に
お
け
る
所
得
制
限
に

つ
い
て

　
「
所
得
制
限
は
な
い
方
が
よ
い
」

39
％
、「
所
得
制
限
は
あ
っ
た
方
が
よ

い
」55
％
で
し
た
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
窓
口

負
担
増
に
つ
い
て

　
「
増
や
さ
な
い
方
が
よ
い
」67
％
、

「
増
や
す
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
」

11
％
、「
窓
口
負
担
は
な
く
し
た
方
が

よ
い
」18
％
、「
も
っ
と
高
く
し
た
方
が

よ
い
」1
％
で
し
た
。約
7
割
近
く
が

窓
口
負
担
増
に
反
対
で
し
た
。

　
「
増
や
さ
な
い
方
が
よ
い
」の
理
由

と
し
て
、「
子
供
は
体
調
を
う
ま
く
伝

え
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、少
し
で

も
疑
わ
し
い
と
き
は
医
師
に
診
て
も

ら
っ
て
判
断
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。経
済
的
理
由
で
子
供
の
命
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」と
い

う
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
県
や
市
の
財
源
が
足
り
な
い

ま
す
か
？（
複
数
回
答
）

　
「
今
ま
で
ど
お
り
、子
ど
も
を
受
診

さ
せ
る
」5
5
4（
35
％
）、「
で
き
る
だ

け
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
よ
う
に

す
る
」3
4
2（
22
％
）、「
で
き
る
だ
け

家
で
様
子
を
み
る
」4
1
2（
26
％
）、

「
で
き
る
だ
け
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な

ど
の
市
販
薬
で
対
応
す
る
」1
9
6

（
12
％
）で
し
た
。

　

受
診
を
手
控
え
る
と
い
う
回
答
が

合
計
60
％
に
の
ぼ
り
、「
今
ま
で
ど
お

り
、子
ど
も
を
受
診
さ
せ
る
」35
％
を

上
回
る
結
果
で
し
た
。

の
で
あ
れ
ば
、制
度
の
見
直
し
も
や
む

を
得
な
い
と
思
う
が
、命
に
直
結
し
て

い
る
事
な
の
で
、他
を
け
ず
っ
て
も
残

す
方
向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
の
窓
口
負
担
額
導
入
に
つ
い
て

　
「
窓
口
負
担
額
は
導
入
し
な
い
方
が

よ
い
」69
％
、「
有
料
化
は
や
む
を
え
な

い
」21
％
で
し
た
。約
7
割
近
く
が
窓

口
負
担
導
入
に
反
対
で
し
た
。

　
「
窓
口
負
担
額
は
導
入
し
な
い
方
が

よ
い
」の
理
由
と
し
て
、「
ひ
と
り
で
育

て
る
の
は
、も
の
す
ご
く
大
変
な
こ
と

で
す
。医
療
に
関
し
て
は
、い
つ
で
も

受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
窓
口
負
担
額
が
増
え
た
ら
、ど
う
し

「
事
務
・
事
業
見
直
し
」の
撤
回
求
め

街
頭
宣
伝

子
ど
も
と
重
度
障
害
者
の
医
療
費

の
無
料
化
を
求
め
る
連
絡
会

　

3
月
11
日（
水
）、標
記
連
絡
会
は
、

広
島
市「
事
務
・
事
業
見
直
し
」の
撤
回

を
求
め
て
広
島
市
中
区
で
街
頭
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
や
障
害

者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、チ
ラ
シ

1
0
0
0
枚
を
配
布
。宣
伝
の
様
子

は
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。お
母
さ
ん
方
も
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
、切
実
な
実
態
を
訴

え
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、今
後
も「
見
直
し
」

の
撤
回
に
向
け
て
粘
り
強
く
運
動
を

続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

街頭宣伝の様子

（初・再診料）

Q1 午前中に当院の内科を受診し、一度帰宅した患者が、午後に再度当院

の外科を受診した。この時の再診料の算定は、2科目再診料として36点を

算定するのか。それとも、同日再診として72点を算定するのか。

A1 再診料の通知より、同一医療機関において、同一日に他の傷病につい

て、別の診療科を再診として受診した場合は、2科目再診として36点を算

定します。したがって、ご質問の場合は36点を算定します。

（医学管理）

Q2 ある病院の内科と眼科それぞれの医師に対し、同月に同じ患者に関す

る情報提供を行ったが、この場合、250点×2の算定でよいか。

A2 紹介先保険医療機関ごとに患者1人につき月1回に限り算定する扱い

ですので、質問の場合では250点×1の算定となります。

Q3 当院に入院中の患者を、他医療機関に受診させる必要があったため、

受診させた。その時、他院に受診患者の診療情報を提供したので、診療情

報提供料Ⅰを算定した。しかし、この診療情報提供料Ⅰが減点されてし

まった。算定要件は満たしていると思うのだが、なぜ減点されたのか。

A3 入院中の患者が他医療機関を受診する際に、診療情報を提供しても、

入院側の医療機関が診療情報提供料Ⅰを算定することはできません。

Q4 在宅自己注射指導管理料を算定している患者に対し、インスリンのみ

を院内薬局で処方した場合、薬剤情報提供料は算定できるのか。

A4 以下の2001年のＱ＆Ａより、インスリンのみを投与した場合、薬剤情

報提供料は算定できません。

　Ｑ�．Ｃ101在宅自己注射指導管理料を算定している患者に対して、インス

リン等の対象薬剤のみを投与した場合はどうか。

　Ａ．インスリン等の対象薬剤のみを投与した場合は算定できない。

医科点数等 Q＆A

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

子ども医療費助成制度の窓口負担増について

窓口負担金が増えたら、どうしますか？（複数回答）

ひとり親家庭等医療費助成制度の窓口
負担額導入について

表1

表3

表2
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（
6
面
上
段
に
続
く
）

　

社
会
保
障
は
、我
々
が
生
き
て
く
う

え
で
最
も
大
事
な
条
件
で
あ
る
。そ
の

た
め
、逐
次
ど
う
変
革
さ
れ
て
い
る
の

か
、あ
る
い
は
改
悪
さ
れ
て
い
る
の
か

　

2
0
1
4
年
12
月
の
衆
議
院
解
散

総
選
挙
で
、自
民
党
、公
明
党
は
議
席

の
3
分
の
2
以
上
で
あ
る
3
2
6
議

席
を
確
保
し
た
。一
般
的
に
法
律
を
つ

く
る
場
合
、衆
議
院
で
審
議
・
可
決
さ

せ
て
、参
議
院
に
送
付
さ
れ
る
。衆
議

院
、参
議
院
で
可
決
さ
れ
れ
ば
可
決
・

成
立
と
な
り
、そ
の
法
律
は
施
行
さ
れ

る
。と
こ
ろ
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
て

も
、参
議
院
で
否
決
さ
れ
る
こ
と
も
ま

ま
あ
る
。し
か
し
、参
議
院
で
否
決
さ

　

2
0
1
4
年
3
月
28
日
に
開
か
れ

た
産
業
競
争
力
会
議
の
医
療
・
介
護

等
分
科
会
に
お
い
て
、同
会
議
の
主

査
を
務
め
る
増
田
寛
也
氏（
前
岩
手
県

知
事
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た「
地

方
消
滅
」の
著
者
）ら
は
、「
健
康
自
己

責
任
論
」を
踏
襲
し
た
医
療
・
介
護
の

提
言
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
た
。そ

の
な
か
で
、個
人
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
、「
個
人
の
健
康
・
予
防

に
向
け
た
取
組
に
応
じ
て
、保
険
者
は

各
被
保
険
者
の
保
険
料
率
や
医
療
自

己
負
担
を
一
定
の
範
囲
内
で
増
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

保
険
制
度
上
、健
康
増
進
に
向
け
て
努

力
し
た
者
が
し
っ
か
り
と
報
わ
れ
る

を
み
て
い
か
な
い
と
、我
々
の
生
活
が

困
窮
し
、格
差
が
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
が
あ
る
。

対
し
て
補
助
し
、将
来
的
に
は
武
器
が

輸
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。日
本

製
の
武
器
が
紛
争
地
域
で
使
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
、極
め
て
危
険

な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、社
会
保
障
と
い

う
、人
間
が
生
き
る
た
め
に
最
も
必
要

な
部
分
の
改
悪
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。「
消
費
税
を
社
会
保
障
の
目
的
税

に
す
る
。全
て
の
消
費
税
収
を
社
会
保

障
に
使
う
」と
、昨
年
の
4
月
か
ら
消

費
税
率
が
5
％
か
ら
8
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。こ
れ
は
今
ま
で
一
般
財

源
か
ら
入
っ
て
い
た
部
分
を
削
り
、消

費
税
に
置
き
換
え
る
だ
け
の
も
の
だ
。

削
っ
た
う
え
で
消
費
税
分
を
あ
げ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、実
質
的
に
社
会
保

障
は
充
実
し
て
い
な
い
。医
療
に
お
い

て
も
、介
護
に
お
い
て
も
負
担
は
重
く

な
り
、様
々
な
と
こ
ろ
で
サ
ー
ビ
ス
の

カ
ッ
ト
が
進
ん
で
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
、2
0
1
3
年
12
月
に

「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立

を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」、い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
を
成
立
さ
せ
た
。こ
れ
は

社
会
保
障
分
野
ご
と
の
改
革
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
法
律
で
、冒
頭
に

「
政
府
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
の

重
要
性
を
認
識
し
、自
助
・
自
立
の
た

め
の
環
境
整
備
等
の
推
進
を
図
る
」と

い
う
文
言
が
あ
る
。こ
れ
は
、「
ま
ず
は

自
分
で
ど
う
に
か
し
ろ
、そ
れ
が
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、住
民
同
士
で
助
け

合
え
、社
会
保
障
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
も
の
だ
」と
い
っ
て
い
る
。貧
困
も

疾
病
も
要
介
護
状
態
に
な
る
の
も
、個

人
の
責
任
だ
と
し
て
お
り
、社
会
保
障

に
お
け
る
自
己
責
任
論
が
全
面
に
出

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

戦
後
、日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、

日
本
国
憲
法
の
規
定（
第
25
条
）に
則

り
、「
人
権
原
理
」を
重
視
し
、お
金
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、医
療
や
介

護
、あ
る
い
は
保
育
や
障
害
な
ど
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
無
差
別
平
等
に
受

け
ら
れ
る
と
い
う
、国
家
責
任
を
踏
襲

し
た
か
た
ち
で
構
築
さ
れ
て
き
た
。し

か
し
、「
自
助
・
自
立
で
あ
り
、住
民
同

士
の
助
け
合
い
と
し
て
社
会
保
障
を

見
直
し
て
い
く
」と
い
う
流
れ
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

れ
て
も
、も
う
一
度
衆
議
院
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、衆
議
院
で
3
分
の

2
以
上
の
賛
成
が
あ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る

法
律
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。現

在
、衆
議
院
で
は
自
民
党
と
公
明
党
で

3
分
の
2
以
上
の
議
席
を
占
め
て
い

る
た
め
、憲
法
改
正
以
外
は
全
て
通
す

こ
と
が
可
能
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

お
り
、私
は
非
常
に
危
う
い
と
感
じ
て

い
る
。

　

ま
た
、「
戦
争
を
し
な
い
国
」か
ら

よ
う
な
金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
」と
述
べ
て
い
る
。こ
れ
は
、病
気

も
怪
我
も
全
て
個
人
の
責
任
で
あ
り
、

健
康
を
維
持
す
る
努
力
を
し
な
か
っ

た
人
に
対
し
て
は
、医
療
保
険
の
保
険

料
を
あ
げ
て
し
ま
え
と
い
う
こ
と
を

提
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
個
人
の
責
に
帰
す
る
リ
ス

ク
に
応
じ
て
、保
険
料
を
増
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、個
人
に
リ
ス
ク

を
低
減
さ
せ
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
述
べ
て
い
る
。具
体
例
と
し
て
、

①「
特
定
健
診
受
診
の
有
無
」、こ
れ
は

特
定
健
診
を
受
け
た
人
は
い
い
が
、

「
戦
争
を
す
る
国
」に
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

安
倍
内
閣
は
、今
国
会
に

お
い
て
、武
器
製
造
企
業

に
対
し
て
補
助
金
を
出
す

こ
と
を
解
禁
す
る
と
い
う

法
律
を
制
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
。民
生
物
資
を
つ

く
る
企
業
に
対
し
、開
発

費
等
、文
部
科
学
省
か
ら

一
定
の
補
助
金
が
出
る
と

い
う
制
度
は
あ
っ
た
が
、

人
を
殺
す
た
め
の
道
具
で

あ
る
武
器
を
開
発
す
る
企

業
に
補
助
す
る
と
い
う
制

度
は
、戦
後
一
貫
し
て
な

か
っ
た
。こ
の
法
案
が
成

立
す
れ
ば
、武
器
輸
出
三

原
則
の
緩
和
と
と
も
に
、

武
器
を
製
造
す
る
企
業
に

　

は
じ
め
に

　

�「
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
」と「
社
会
保
障
切
り

捨
て
」が
安
倍
政
権
の
姿

　

自
己
責
任
論
と
医
療
格
差
拡
大
の
恐
れ

「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
を
求
め
て
・
・
社
会

保
障
の
理
念
か
ら
ひ
も
解
く
」

講
師 
芝
田 

英
昭 

先
生 

（
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
福
祉
学
科
教
授
）

国民健康・栄養調査

所得水準による肥満度のちがい（2010年）
肥満者の割合（BMI25以上の割合）

40
%

% 食生活
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200万円
未満
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30.2 30.7

21.0

10.5

293276256

305
278270

11.7

17.6

18.6
15.1

13.2
男性
女性

男性
女性

200～600
万円未満

←　世帯の所得　→

←　世帯の所得　→
習慣的な朝食欠食者の割合（左の目盛）

600万円
以上

200万円
未満

200～600
万円未満

600万円
以上

←　世帯の所得　→
野菜摂取量（右の目盛）

200万円
未満

200～600
万円未満

600万円
以上

所得水準による生活習慣のちがい（2010年）

20.720.7

% 運動と睡眠
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10.811.811.1

11.4

15.415.9

63.7
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72.172.1 67.7

男性
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←　世帯の所得　→
運動習慣のない者の割合（左の目盛）

200万円
未満

200～600
万円未満

600万円
以上

←　世帯の所得　→
睡眠の質が悪い者の割合（右の目盛）

200万円
未満

200～600
万円未満

600万円
以上

所得水準による生活習慣のちがい（2010年）

72.972.9

% たばこと飲酒

0

10

20

30

40

50

6.4 8.06.47.2

40.036.6
32.6

8.811.7

33.6
27.0 男性

女性

←　世帯の所得　→
習慣的喫煙者の割合

200万円
未満

200～600
万円未満

600万円
以上

←　世帯の所得　→
飲酒習慣者の割合

200万円
未満

200～600
万円未満

600万円
以上

所得水準による生活習慣のちがい（2010年）

37.337.3

（注）20歳以上。解析対象は3,189世帯、うち200万円未満733世帯、200～ 600万円1,787世帯、600万円以上
669世帯。図のなかの各項目のデータは年齢と世帯員数で調整した値。飲酒習慣者は「週に3日以上飲酒
し、飲酒日1日あたり1合以上を飲酒する」と回答した者。睡眠の質が悪い者は「ここ1ヶ月間、あなたは寝
床に入っても、寝付きが悪い、途中で目が覚める、朝早く目覚める、熟睡できないなど、眠れないことがあり
ましたか。」という問に「頻繁にある」と回答した者

（資料）厚生労働省「平成22年国民健康・栄養調査」表2 表3

表1

表4 表5

表6 表7

講演大要
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受
け
な
か
っ
た
人
は
保
険
料
を
あ
げ

る
な
ど
。②「
喫
煙
の
有
無（
あ
る
い
は

禁
煙
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
か
ど
う

か
）」、タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
不

健
康
の
度
合
い
が
高
い
た
め
保
険
料

を
あ
げ
る
、ま
た
は
、自
己
負
担
を
あ

げ
る
な
ど
。③「
運
動
習
慣（
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
）」、④

「
本
人
、家
族
の
医
療
費（
健
康
診
断
受

診
を
条
件
）」、⑤「
健
康
診
断
に
お
け

る
有
所
見
率
」、⑥「
生
活
習
慣
病
の
罹

患
率
」が
示
さ
れ
て
い
る
。運
動
を
し

な
い
人
、タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
、

そ
う
い
う
人
に
関
し
て
は
、保
険
料
を

あ
げ
る
。こ
れ
は
一
部
の
国
保
や
、健

保
組
合
で
は
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

・岡
山
県
総
社
市
で
は
…

　

岡
山
県
総
社
市
の
国
民
健
康
保
険

（
市
町
村
国
保
）は
、過
去
1
年
間
、一

度
も
病
院
を
受
診
し
な
か
っ
た
世
帯

に
対
し
て
、金
券
を
配
布
し
て
い
る
。

し
か
し
、そ
れ
が
本
当
に
健
康
だ
と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
？
医
療
機
関
を
受

診
し
た
く
て
も
3
割
の
自
己
負
担
が

重
い
こ
と
を
理
由
に
受
診
し
な
い
人

も
当
然
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。ま

た
、低
所
得
の
世
帯
ほ
ど「
何
か
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、お
金
等
を
も

ら
い
た
い
」と
考
え
が
ち
に
な
っ
て
し

ま
う
。そ
の
た
め
、無
理
し
て
病
院
に

行
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
。医
療
は
早

期
発
見
、早
期
治
療
が
極
め
て
大
事
で

あ
り
、病
院
を
受
診
し
な
い
こ
と
を
奨

励
す
る
や
り
方
は
非
常
に
マ
イ
ナ
ス

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
広
範
に
進
め
ば
、

お
金
で
健
康
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
す

る
。あ
る
い
は
逆
に
、病
院
を
受
診
し

た
人
が
多
い
世
帯
は
保
険
料
や
自
己

負
担
が
あ
が
る
こ
と
を
容
認
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。疾
病
が
あ
る
人

ほ
ど
仕
事
に
行
き
に
く
く
な
る
し
、金

銭
的
に
も
困
窮
し
て
い
く
だ
け
で
な

く
、そ
の
人
た
ち
か
ら
は
高
い
保
険
料

や
自
己
負
担
を
徴
収
す
る
こ
と
に
も

な
る
。こ
れ
が
そ
も
そ
も
間
違
っ
て
い

る
と
思
う
。

・「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」か
ら
み
え

る
も
の

　

本
当
に
疾
病
は
個
人
の
責
任
に
帰

す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？
厚
生
労

働
省
が
毎
年
行
っ
て
い
る「
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
」（
2
0
1
0
年
）を
み

る
と
、社
会
的
な
要
因
に
よ
っ
て
健
康

被
害
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
明

確
に
わ
か
る
。

　

ま
ず
、「
所
得
水
準
に
よ
る
肥
満
度

の
ち
が
い
」（
表
1
）で
は
、世
帯
の
所

得
を「
低
所
得（
2
0
0
万
円
未
満
）」、

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
で

あ
る
。「
中
所
得（
2
0
0
～
6
0
0
万

円
未
満
）」、「
高
所
得（
6
0
0
万
円
以

上
）」と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
肥
満
率
を

表
し
て
い
る
。肥
満
者
の
割
合
は
低
所

得
者
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。空
腹

を
満
た
す
た
め
に
安
く
買
え
る
も
の

は
炭
水
化
物
で
あ
り
、低
所
得
者
の
場

合
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
摂
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。個

人
の
責
に
帰
す
る
の
で
は
な
く
、低
所

得
で
あ
る
こ
と
が
健
康
を
害
し
て
い

る
。

　

次
は「
所
得
水
準
に
よ
る
生
活
習
慣

の
ち
が
い
」で
あ
る
。「
習
慣
的
な
朝
食

欠
食
者
の
割
合
」（
表
2
）を
み
る
と
、

低
所
得
者
ほ
ど
欠
食
者
の
割
合
が
高

い
。低
所
得
で
な
か
な
か
食
費
に
お

金
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
れ

ば
、「
3
食
の
う
ち
ど
こ
か
を
削
ら
な

け
れ
ば
」と
な
る
。朝
食
を
削
る
人
が

非
常
に
多
く
な
り
、そ
の
結
果
、健
康

被
害
に
も
つ
な
が
る
。「
野
菜
摂
取
量
」

（
表
3
）を
み
る
と
、高
所
得
者
ほ
ど
た

く
さ
ん
野
菜
を
摂
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。野
菜
の
価
格
は
、天
候
な
ど

様
々
な
条
件
に
左
右
さ
れ
、比
較
的
高

止
ま
り
で
推
移
し
て
い
る
。炭
水
化
物

は
少
量
で
も
満
腹
感
が
あ
る
が
、野
菜

は
よ
ほ
ど
た
く
さ
ん
食
べ
な
い
限
り
、

満
腹
感
は
な
い
。つ
ま
り
、低
所
得
者

ほ
ど
野
菜
は
食
べ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
「
運
動
と
睡
眠
」の
調
査
に
つ
い
て
、

ま
ず
、「
運
動
習
慣
の
な
い
者
の
割
合
」

（
表
4
）で
あ
る
。こ
れ
は
一
見
す
る

と
、「
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
」と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、目

盛
が
細
か
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

み
て
ほ
し
い
。「
2
0
0
万
円
未
満
の

男
性
」で
は
、70
・
6
％
が「
運
動
習
慣

が
な
い
」と
答
え
て
い
る
。と
こ
ろ
が

「
6
0
0
万
円
以
上
」に
な
る
と
62
・

5
％
に
な
り
、8
ポ
イ
ン
ト
も
違
う
。

女
性
の
場
合
も
、「
2
0
0
万
円
未
満
」

が
72
・
9
％
で
、「
6
0
0
万
円
以
上
」

が
67
・
7
％
と
、高
所
得
者
ほ
ど
運
動

習
慣
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
睡
眠
の
質
が
悪
い
者
の
割
合
」

（
表
5
）で
あ
る
が
、こ
ち
ら
も
低
所
得

者
ほ
ど
睡
眠
の
質
が
悪
い
こ
と
が
わ

か
る
。

　
「
た
ば
こ
と
飲
酒
」の
調
査
に
つ
い

て
、「
習
慣
的
喫
煙
者
の
割
合
」（
表
6
）

を
み
る
と
、低
所
得
者
ほ
ど
た
ば
こ
の

喫
煙
率
が
高
い
。「
飲
酒
習
慣
者
の
割

合
」（
表
7
）で
は
、高
所
得
者
ほ
ど
飲

酒
習
慣
が
高
く
な
っ
て
い
る
。こ
こ
10

年
ほ
ど
の
間
、ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー

ル
や
比
較
的
価
格
の
安
い
発
泡
酒
が

売
れ
て
き
て
い
る
。「
酒
は
買
え
な
い

が
、酒
も
ど
き
を
買
っ
て
酒
を
飲
ん
だ

雰
囲
気
を
味
わ
お
う
」と
、低
所
得
者

は
酒
す
ら
飲
め
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
総
合
的
に
み
る

と
、「
低
所
得
者
は
不
健
康
」と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。ま
た
、労
働
問
題
と
大

き
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　

現
在
、全
労
働
者
の
う
ち
、3
分
の

1
が
、ア
ル
バ
イ
ト
や
契
約
社
員
な
ど

の
非
正
規
労
働
者
で
あ
る
。な
か
で

も
、若
年
労
働
者（
16
～
35
歳
）は
53
％

が
非
正
規
労
働
者
で
あ
る
。例
え
ば
ア

ル
バ
イ
ト
で
あ
れ
ば
時
給
換
算
で
し

か
仕
事
が
で
き
な
い
。労
働
時
間
が
短

け
れ
ば
賃
金
は
安
く
な
る
。生
活
し
て

い
く
た
め
に
は
長
時
間
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。長
時
間
働
く
な
か
で
、

な
か
な
か
朝
早
く
起
き
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、朝
食
は
欠
食
、夜
は
早

く
寝
る
と
い
う
生
活
と
な
り
、な
か
な

か
運
動
す
る
時
間
も
な
く
、ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
つ
い
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
し

ま
う
。

　

個
人
の
責
に
帰
す
る
と
い
う
よ
り

も
、特
に
小
泉
構
造
改
革
以
降
、非
正

規
労
働
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、

社
会
的
状
況
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、

「
病
気
に
な
っ
た
の
は
個
人
の
責
任

だ
」と
い
う
の
は
大
き
な
間
違
で
あ

る
。こ
う
し
た
な
か
で
、病
気
に
な
っ

た
人
の
保
険
料
や
自
己
負
担
を
あ
げ

い
。日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
の
誕
生

に
よ
り
、医
療
や
健
康
の
分
野
で
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

ま
た
、「
産
業
化
が
無
理
」と
い
う
理

由
か
ら
、貧
困
者
の
健
康
を
回
復
さ
せ

る
よ
う
な
研
究
は
で
き
な
い
。相
手
が

貧
困
者
で
は
お
金
を
も
ら
え
な
い
た

る
こ
と
は
、決
し
て
健
康
を
回
復
さ
せ

る
方
向
で
は
な
く
、不
健
康
な
人
を
切

り
捨
て
て
い
く
方
向
に
つ
な
が
る
。

め
、そ
ん
な
研
究
を
や
る
は
ず
が
な

い
。中
所
得
者
以
上
で
お
金
が
払
え
る

人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
研
究
し
か

や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
な
法
律
が
既

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

芝田先生

（
5
面
中
段
か
ら
続
く
）

（
7
面
上
段
に
続
く
）

　

社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
以
後
の

動
き
を
み
る
と
、健
康
・
医
療
戦
略
推

進
法
、独
立
行
政
法
人
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
法
が
2
0
1
4
年
5
月

23
日
に
成
立
し
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、

非
常
に
重
要
な
法
律
で
あ
る
が
、新
聞

は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。ま

た
、医
療
・
介
護
総
合
法
が
14
年
6
月

18
日
に
成
立
し
た
。こ
の
法
律
は
、15

年
4
月
か
ら
の
医
療
や
介
護
保
険
の

改
革
に
関
し
、医
療
法
や
介
護
保
険
法

な
ど
19
の
法
律
改
正
を
1
本
の
法
律

で
行
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

健
康
・
医
療
戦
略
推
進
法
は「
国
民

の
健
康
を
考
え
た
も
の
か
な
」と
読
ん

で
み
る
と
、全
然
違
っ
て
い
た
。そ
の

目
的
に
は
、「
健
康
長
寿
社
会
の
形
成

に
資
す
る
新
た
な
産
業
活
動
の
創
出

及
び
活
性
化
、…
中
略
…
そ
れ
を
通
じ

た
我
が
国
経
済
の
成
長
を
図
る
」と
書

か
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、「
健
康
や
医
療

を
市
場
化
し
て
経
済
成
長
の
糧
に
す

る
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

医
療
や
介
護
、福
祉
分
野
は
市
場
で

売
り
買
い
す
る
も
の
で
は
な
い
。も
し

売
り
買
い
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、低
所

得
者
は
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
の

た
め
、ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
に
お
い
て

は
、医
療
や
介
護
、福
祉
分
野
は
市
場

で
売
り
買
い
す
る
商
品
と
し
て
お
ら

ず
、医
療
行
為
は
無
料
で
行
な
わ
れ
た

り
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、こ
の
法
律
で
は
、健
康
や

　

戦
略
の
具
体
的
な
内
容
は
大
き
く

次
の
4
つ
が
あ
る
。①
国
民
を
不
健
康

に
す
る
。②
混
合
診
療
を
解
禁
し
て
い

く
蟻
の
一
穴
に
な
る
。③
国
民
の
資
金

を
ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業
に
吸
い
取
ら
せ

る
。④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
医
療
情
報
の

統
合
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
強
化
す
る
。

・国
民
を
健
康
破
壊
に
導
く
戦
略

　

健
康
・
医
療
産
業
に
つ
い
て
、「
戦
略

産
業
と
し
て
育
成
し
、我
が
国
経
済
の

成
長
に
寄
与
で
き
る
、世
界
で
も
類
を

見
な
い
安
心
と
安
全
を
前
提
に
し
た

医
療
福
祉
先
進
国
と
し
て
世
界
に
広

げ
て
い
く
」と
し
て
い
る
。つ
ま
り
、こ

の
分
野
を
産
業
化
し
、そ
れ
を
世
界
各

地
に
輸
出
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

あ
る
。ま
ず
日
本
国
民
か
ら
ど
ん
ど
ん

吸
い
取
っ
て
い
く
。次
に
世
界
中
に
そ

の
シ
ス
テ
ム
を
輸
出
し
、世
界
各
国
の

国
民
か
ら
も
吸
い
取
っ
て
い
く
。日
本

の
財
界
の
餌
食
に
し
よ
う
と
い
う
の

が
狙
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
疾
病
予
防
、慢
性
期
の
生
活

支
援
等
を
念
頭
に
お
い
た
公
的
保
険

外
の
新
し
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

の
市
場
を
創
設
す
る
」と
も
書
い
て
あ

る
。現
在
で
も
医
療
保
険
が
き
か
な
い

部
分
は
か
な
り
多
い
。入
院
す
る
と
入

院
給
食
費
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま
た
、差
額
ベ
ッ
ド
代
や
光
熱
水

費
、リ
ネ
ン
費
な
ど
、い
ろ
ん
な
も
の

が「
保
険
外
」と
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
を

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
。

　

社
会
保
障
審
議
会
・
医
療
部
会
等

で
、医
療
保
険
お
け
る
免
責
制
度
の
創

設
な
ど
が
具
体
的
に
議
論
さ
れ
て
い

る
。自
賠
責
保
険
を
例
に
み
る
と
、「
自

医
療
に
関
す
る
部
分
を
市
場
で
売
り

買
い
す
る
商
品
と
し
、な
お
か
つ
そ
れ

を
発
展
さ
せ
、「
我
が
国
の
経
済
成
長

に
資
す
る
も
の
に
す
る
」と
い
っ
て
い

る
。ま
さ
に「
お
金
の
無
い
人
は
不
健

康
の
ま
ま
で
い
ろ
」と
宣
言
し
た
よ
う

な
法
律
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
国
は
、健
康
長
寿
社
会
の
形

成
に
資
す
る
新
た
な
産
業
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、医
療
分
野
の
研
究

開
発
の
成
果
の
企
業
化
の
促
進
そ
の

他
の
新
た
な
産
業
活
動
の
創
設
」と
も

書
か
れ
て
い
る
。こ
れ
は
企
業
が
儲
か

る
こ
と
作
り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
、こ
の
一
端
を
担
う
の
が
日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
法
で
あ
る
。日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
で
儲
か
る
健
康

分
野
、医
療
分
野
の
研
究
を
さ
せ
て
、

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、産
業
化
し
て

い
く
と
い
う
点
も
大
き
な
問
題
で
あ

る
。

　

現
在
、独
法
の
研
究
機
構
は
が
ん

研
と
理
研
の
2
つ
が
あ
る
。こ
れ
に

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
が
加
わ
り

3
つ
と
な
る
。研
究
機
構
で
は
ユ
ニ
ッ

ト
に
わ
か
れ
て
研
究
が
行
な
わ
れ
る
。

し
か
し
、ほ
と
ん
ど
の
研
究
員
は
5
年

間
の
期
限
付
き
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

で
あ
る
。つ
ま
り
、5
年
間
で
成
果
を

出
さ
な
い
と
ク
ビ
に
な
る
た
め
、世
間

を
ア
ッ
と
驚
か
す
よ
う
な
研
究
を
し

な
い
限
り
、研
究
機
構
に
残
る
こ
と
が

で
き
な
い
。別
の
大
学
の
研
究
機
関
に

入
る
に
し
て
も
世
界
的
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
な
研
究
成
果
を

出
さ
な
い
限
り
、研
究
者
と
し
て
残

れ
な
い
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
。そ
う
す
る
と
不
正
の
温
床
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。あ
る
い
は
、儲
か
る
よ

う
な
部
分
に
つ
い
て
成
果
を
出
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。5
年
し
か
残

れ
な
い
た
め
、20
年
、30
年
な
ど
長
期

的
に
か
か
る
よ
う
な
研
究
は
で
き
な

損
他
損
で
あ
っ
て
も
5
万
円
ま
で
の

傷
は
保
険
が
き
か
な
い
。5
万
円
を

超
え
た
ら
保
険
が
き
く
」と
な
れ
ば
、

5
万
円
が
免
責
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

医
療
保
険
に
お
い
て
は
、例
え
ば
、

風
邪
で
受
診
し
た
際
に
、抗
生
物
質
と

整
腸
剤
を
処
方
さ
れ
た
と
す
る
。整
腸

剤
が
一
般
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
売

ら
れ
て
い
る
薬
と
ほ
ぼ
同
じ
成
分
で

あ
れ
ば
、「
一
般
の
薬
局
で
買
え
る
の

で
あ
れ
ば
、保
険
給
付
か
ら
外
し
て
し

ま
お
う
」と
、こ
う
い
う
議
論
が
具
体

的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

公
的
保
険
が
き
く
部
分
を
縮
小
し

て
い
け
ば
、そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
の
私
的
な
医
療
保
険
が
市
場
で
売

れ
る
よ
う
に
な
る
。こ
れ
が
狙
い
で

あ
る
。現
在
で
も「
1
日
入
院
あ
た
り

5
0
0
0
円
×
何
倍
ま
で
給
付
が
出

る
」と
い
う
商
品
が
あ
る
。ま
た
、リ
ハ

ビ
リ
の
回
数
を
制
限
す
れ
ば
、ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
で
リ
ハ
ビ
リ
と
同
等
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
や
ら
さ
れ
、そ
の

分
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
が
儲
か
る
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。国
民
が
不
健
康
で
あ

れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。健
康
で
あ
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス

に
は
な
ら
な
い
。健
康
・
医
療
戦
略
は
、

実
は「
不
健
康
・
医
療
戦
略
」と
も
い
え

る
。

・患
者
申
出
療
養
は
混
合
診
療
解
禁
の

蟻
の
一
穴

　

混
合
診
療
は
保
険
が
き
く
部
分
と

き
か
な
い
部
分
を
同
時
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、日
本

で
は
部
分
的
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。具
体
的
に
は
保
険
外
併
用
療
養

費
制
度
と
よ
ば
れ
る
制
度
で
あ
る
。こ

　

�

社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
以
後
の
動
き

健
康・医
療
の
市
場
化
と
人
権　

　

健
康
・
医
療
戦
略
の
内
容
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社
会
保
障
審
議
会
の
医
療
保
険
部

会
、こ
こ
で
具
体
的
な
医
療
保
険
制
度

改
革
の
全
容
が
出
て
き
て
お
り
、主
な

も
の
を
説
明
す
る
。

・市
町
村
国
保
の
都
道
府
県
移
管

　

2
0
1
8
年
、今
か
ら
3
年
後
に
は

市
町
村
国
保
が
都
道
府
県
に
完
全
に

移
管
さ
れ
、運
営
主
体
は
市
町
村
で

は
な
く
、都
道
府
県
と
な
る
。こ
れ
は

国
が
よ
く
い
う
、「
大
数
の
原
理
」で
あ

り
、厚
生
労
働
省
は「
小
さ
な
自
治
体

が
国
保
を
運
営
す
れ
ば
ど
う
し
て
も

赤
字
に
な
り
が
ち
だ
。大
き
く
す
れ
ば

大
数
の
原
理
に
よ
っ
て
、効
率
化
を
は

か
り
、赤
字
を
解
消
で
き
る
」と
移
管

の
意
義
を
強
調
す
る
。ま
た
、「
公
務
員

と
住
民
と
が
顔
が
見
え
る
範
囲
の
付

き
合
い
に
な
る
の
で
、住
民
の
経
済
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
、例
え
ば
分
納
に

す
る
な
ど
の
措
置
が
で
き
る
た
め
、運

営
を
都
道
府
県
に
し
て
も
、今
ま
で
通

り
、市
町
村
が
収
納
を
行
な
う
の
で
問

題
は
な
い
」と
も
い
う
。

　

確
か
に
市
町
村
は
一
番
国
民
に
接

す
る
単
位
の
行
政
区
と
い
え
る
。し

か
し
、市
町
村
の
固
有
事
務
と
し
て

や
る
の
か
、都
道
府
県
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
事
務
を
行
う
の
か
で
は
全
く
意
味

が
違
っ
て
く
る
。同
じ
人
が
徴
収
業
務

を
行
な
う
に
し
て
も
、「
払
え
な
い
な

ら
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
す
る
」と
、

顔
見
知
り
で
も
い
わ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。「
こ
れ
は
市
町
村
の
事
務
で
は

な
く
て
、都
道
府
県
か
ら
や
ら
さ
れ
て

の
制
度
に
は
2
つ
の
仕
組
み
が
あ
る
。

1
つ
は「
評
価
療
養
」と
い
い
、近
い
将

来
保
険
収
載
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
薬
な
ど
を
前
も
っ
て
利
用
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
保
険
が
き
く
部

分
と
き
か
な
い
部
分
を
併
用
で
き
る

と
い
う
も
の
。も
う
1
つ
の「
選
定
療

養
」は
、自
ら
が
選
定
し
て
選
ん
で
い

る
も
の
で
、例
え
ば
差
額
ベ
ッ
ド
な
ど

が
該
当
す
る
。

　

今
後
、「
患
者
申
出
療
養
」が
こ
れ
に

加
わ
る
こ
と
に
な
る
。例
え
ば
、ア
メ

リ
カ
で
が
ん
に
き
く
薬
が
開
発
さ
れ
、

非
常
に
効
果
性
が
あ
る
の
だ
が
、日
本

で
は
認
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、し
た
が
っ

て
保
険
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。「
こ
の

薬
を
使
い
た
い
」と
患
者
が
申
し
出
た

場
合
、ま
ず
は
6
週
間
の
審
議
期
間
で

安
全
か
そ
う
で
な
い
か
を
審
議
し
使

用
を
認
め
る
。2
回
目
か
ら
は
2
週
間

と
な
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。し
か

し
、6
週
間
で
安
全
か
危
険
か
の
審
議

が
十
分
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
ま

た
、も
し
、副
作
用
な
ど
が
起
き
た
場

合
、「
患
者
が
申
し
出
た
の
だ
か
ら
患

者
の
責
任
だ
」と
な
る
の
か
？
い
ろ
ん

な
問
題
が
あ
る
。

　

患
者
が
申
し
出
れ
ば
何
で
も
使
え

る
と
な
れ
ば
、ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
薬
を
使
い

た
い
と
い
う
人
は
出
て
く
る
は
ず
だ
。

実
質
的
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、保
険
の
き

く
部
分
と
き
か
な
い
部
分
の
併
用
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
く
る
。今
ま
で
厚

生
労
働
省
が「
混
合
診
療
は
解
禁
し
な

い
」と
い
っ
て
き
た
こ
と
は
お
そ
ら
く

反
故
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

あ
る
医
療
雑
誌
の
特
集
で
混
合
診

療
の
解
禁
の
話
を
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
。同
席
さ
れ
た
方
か
ら
、「
特
殊
な
病

気
に
罹
患
し
困
っ
て
い
る
人
が
、ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
薬
が
開
発
さ

れ
た
か
ら
使
い
た
い
と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」と

の
発
言
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
対
し
、私

は「
そ
れ
は
お
か
し
い
」と
発
言
し
た
。

つ
ま
り
、特
殊
な
疾
病
に
対
し
、「
混
合

診
療
を
認
め
よ
」と
い
う
の
は
、結
果

と
し
て
、保
険
の
き
か
な
い
部
分
と
き

く
部
分
の
併
用
を
認
め
る
こ
と
に
な

り
、き
か
な
い
部
分
は
製
薬
会
社
の
言

い
値
の
薬
を
買
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。全
国
で
症
例
も
少
な
く
治
療
方
法

も
確
立
し
て
い
な
い
の
に
、「
患
者
や

家
族
の
自
助
努
力
で
も
っ
て
治
せ
」と

い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。混
合
診
療
を

認
め
る
の
で
は
な
く
、全
て
国
の
費
用

負
担
で
治
療
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話

で
あ
る
。

　

実
は
、毎
年
が
ん
患
者
が「
混
合
診

療
を
解
禁
し
な
い
の
は
法
の
も
と
の

平
等
に
反
す
る
」、「
実
際
に
売
っ
て
い

る
薬
を
使
お
う
と
し
た
ら
医
療
保
険

が
全
部
き
か
な
く
な
る
の
は
お
か
し

い
」と
、裁
判
を
起
こ
し
て
い
る
。し
か

し
、原
告
は
一
度
も
勝
っ
て
い
な
い
。

「
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い

う
が
ん
患
者
の
訴
え
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、そ
う
で
は
な
く
、「
国
が
治
療

の
費
用
を
全
部
負
担
す
る
」と
い
う
方

向
を
思
考
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、「
お
金
が
あ
る
患

者
は
助
か
る
が
、お
金
の
な
い
患
者
は

助
か
ら
な
い
」と
い
う
こ
と
を
が
ん
患

者
自
身
が
手
を
あ
げ
て
い
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
。

　

さ
て
、新
し
い
薬
を
つ
く
る
の
に
、

製
薬
会
社
は
ど
れ
く
ら
い
お
金
を
か

け
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
1
つ
の
薬
を

開
発
す
る
の
に
、数
十
億
か
ら
数
百
億

か
け
る
。あ
る
薬
が
本
当
に
き
く
の
か

き
か
な
い
の
か
、ど
う
い
う
主
作
用
、

副
作
用
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

動
物
実
験
等
、治
験
を
行
う
。こ
こ
ま

で
お
金
を
か
け
る
の
は
、保
険
収
載
さ

せ
る
た
め
で
あ
る
。つ
ま
り
、安
全
性

を
確
保
し
て
保
険
収
載
さ
れ
る
た
め

に
は
、治
験
を
行
な
っ
て
デ
ー
タ
を

と
っ
て
厚
生
労
働
省
が
認
可
し
て
い

く
の
だ
。

　

し
か
し
、混
合
診
療
が
解
禁
さ
れ
れ

ば
、保
険
収
載
す
る
た
め
に
莫
大
な
費

用
を
か
け
て
治
験
を
し
な
く
て
も
、保

険
の
き
か
な
い
も
の
と
し
て
売
れ
る

よ
う
に
な
る
の
だ
か
ら
、ほ
と
ん
ど
の

製
薬
会
社
は
い
い
か
げ
ん
な
治
験
し

か
や
ら
な
い
よ
う
に
な
る
。混
合
診
療

が
認
め
ら
れ
て
10
年
、20
年
、30
年
経

つ
と
、保
険
の
き
く
部
分
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
る
。だ
か
ら
混
合
診
療
は
絶
対

に
認
め
て
は
ダ
メ
な
の
だ
。

・国
民
の
資
金
を
ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業
に

吸
い
取
ら
せ
る

　

国
民
の
資
金
を
ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業

に
吸
い
取
ら
せ
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、国
民
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で

大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。特
定

保
健
用
食
品
、略
し
て「
ト
ク
ホ
」と
い

う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

と
思
う
。こ
れ
が
非
常
に
緩
や
か
に

解
禁
さ
れ
て
き
て
い
る
。「
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
ビ
ー
ル
が
ト
ク
ホ
と
し
て
認

め
ら
れ
た
」と
い
う
新
聞
記
事
が
出
て

い
た
。こ
れ
に
つ
い
て
、中
学
生
や
高

校
生
が
雰
囲
気
的
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
将
来
ア
ル
コ
ー

ル
の
導
入
期
に
使
わ
れ
る
と
い
う
問

題
が
あ
る
た
め
、法
的
に
は
必
要
は
な

い
が
、ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
で

あ
っ
て
も
20
歳
未
満
に
は
売
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、健
康
産
業
や
ウ
エ

ル
ネ
ス
産
業
は
経
済
を
上
向
か
せ
る

た
め
の
重
要
な
産
業
に
な
っ
て
い
る
。

ピ
ル
ツ
ァ
ー
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
経

済
学
者
の
著
書
を
読
む
と
、ア
メ
リ
カ

の
医
療
関
連
産
業
は
約
2
兆
ド
ル（
約

2
0
0
兆
円
）で
、ア
メ
リ
カ
経
済
の

6
分
の
1
を
占
め
て
い
る
と
書
か
れ

て
い
る
。ま
た
、ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業
は
、

現
在
5
0
0
0
億
ド
ル
で
、5
年
後
の

2
0
2
0
年
こ
ろ
に
は
1
兆
ド
ル（
約

1
0
0
兆
円
）の
産
業
に
な
る
と
書
か

れ
て
い
る
。健
康
・
医
療
に
関
す
る
産

業
と
ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業
は
莫
大
な
利

益
を
生
む
分
野
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
一
方
で
、ア
メ
リ
カ
人
は
不
健
康
だ

と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。

　
「
貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
」（
著
者
：

堤 

未
果
氏
）の
最
初
の
挿
絵
に
裕
福

な
肥
満
者
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て

い
る
。こ
れ
は
19
世
紀
の
話
で
、現
在

は
低
所
得
者
の
肥
満
な
の
だ
と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。こ
の
本

の
第
一
章
で
、貧
困
世
帯
の
子
ど
も

に
対
し
、大
量
の
給
食
ク
ー
ポ
ン
が

配
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。貧
困
世
帯
の
子
ど
も
た

ち
は
家
か
ら
何
も
持
っ
て
き
て
い
な

い
の
で
、昼
食
は
地
方
政
府
か
ら
支

給
さ
れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
、

近
く
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
行
っ
て
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
も
ら
う
。そ
れ
を
大

量
に
食
べ
て
し
ま
う
。当
然
、高
カ
ロ

リ
ー
で
あ
る
し
、炭
水
化
物
ば
か
り

な
の
で
、ど
ん
ど
ん
肥
満
に
な
り
、結

果
、健
康
を
害
す
る
。健
康
を
害
し
て

く
れ
た
方
が
将
来
的
に
は
医
療
関
連

産
業
が
儲
か
る
し
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

が
儲
か
る
。そ
う
い
う
構
造
に
な
っ

て
い
る
。だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
不
健

康
な
国
民
が
最
も
多
い
国
な
の
だ
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
日
本
で
も
や
る

と
い
う
こ
と
だ
。そ
れ
が
健
康
・
医
療

戦
略
で
あ
る
と
。本
当
に
こ
れ
で
い

い
の
か
と
、疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得

な
い
。

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
医
療
情
報
の
統
合

で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
強
化

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
正
式
名
称

は「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」と
い

い
、今
年
の
10
月
よ
り
個
々
の
番
号

が
通
知
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。厚
生

労
働
省
は
、2
0
1
4
年
12
月
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
医
療
の
保
険
証
を
一

体
化
さ
せ
る
と
い
う
方
向
を
打
ち
出

し
た
。顔
写
真
入
り
で
な
お
か
つ
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
が
埋
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

こ
れ
が
導
入
さ
れ
れ
ば
特
定
の
人

が
ど
れ
だ
け
の
保
険
料
を
払
っ
て

い
る
か
、税
を
払
っ
て
い
る
か
が
全

部
わ
か
る
。ま
た
、医
療
情
報
も
入
る

た
め
、ど
の
病
院
に
い
つ
か
か
っ
て
、

ど
う
い
う
薬
が
処
方
さ
れ
た
の
か
も

わ
か
る
。そ
う
な
る
と
、「
あ
な
た
は

国
民
健
康
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い

か
ら
10
割
自
己
負
担
だ
」と
か
、税
と

一
体
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
払
っ
て

い
な
け
れ
ば
、公
共
施
設
を
利
用
さ

せ
な
い
」と
か
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
た
め

に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
て
お

り
、非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と
い
え

る
。

い
る
。だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。私
が
や

り
た
く
て
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」

と
、言
い
訳
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、自
治
体
の
職
員
は
徴
収
業
務

を
し
な
く
な
る
。民
間
に
委
託
し
、市

町
村
の
職
員
と
は
全
く
関
係
の
な
い

人
に
委
譲
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

市
町
村
事
務
で
は
な
く
な
り
、都
道
府

県
の
事
務
の
委
嘱
を
受
け
る
だ
け
な

の
で
、市
町
村
と
し
て
は
な
る
べ
く
安

く
つ
く
方
法
を
取
る
。住
民
に
と
っ
て

は
都
道
府
県
や
市
町
村
と
は
全
く
関

係
の
な
い
、あ
る
企
業
の
職
員
か
ら
有

無
を
い
わ
さ
ず
徴
収
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。そ
れ
で
は「
今
ま
で
通

り
市
町
村
が
徴
収
を
行
な
う
か
ら
、無

理
な
徴
収
は
や
ら
な
い
」と
い
う
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。か
な
り
無
理
し
て
徴

収
す
る
だ
ろ
う
し
、財
産
の
差
し
押
さ

え
も
平
気
で
や
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、「
規
模
が
大
き
い
と
国

保
は
赤
字
に
な
ら
な
い
」と
い
う
の

は
大
う
そ
で
あ
る
。東
京
、名
古
屋
、京

都
、大
阪
な
ど
大
き
な
自
治
体
ほ
ど
国

保
は
赤
字
で
あ
り
、小
さ
な
市
町
村
ほ

ど
赤
字
で
は
な
い
。「
小
さ
い
と
効
率

が
悪
く
て
赤
字
に
な
り
や
す
い
。大
き

け
れ
ば
大
数
の
原
理
で
効
率
化
が
で

き
る
」と
い
う
の
は
、国
保
に
関
し
て

は
全
く
逆
で
あ
る
。事
実
で
な
い
こ
と

を
あ
た
か
も
事
実
の
よ
う
に
宣
伝
し

て
規
模
を
大
き
く
し
て
い
く
。た
だ

し
、そ
の
県
の
市
町
村
の
な
か
で
最
も

高
い
保
険
料
に
合
せ
れ
ば
赤
字
は
避

け
ら
れ
る
た
め
、都
道
府
県
移
管
さ
れ

れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
国
保
料
は
確
実
に

あ
が
る
だ
ろ
う
。そ
う
な
れ
ば
払
え
な

い
人
が
さ
ら
に
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、

差
し
押
さ
え
が
異
常
に
増
え
て
く
る

だ
ろ
う
。

・大
病
院
受
診
の
定
額
自
己
負
担
金
の

導
入
な
ど

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

措
置
が
2
0
1
7
年
度
ま
で
に
廃
止

さ
れ
る
こ
と
で
、8
6
5
万
人
の
保

険
料
が
、現
在
の
2
倍
か
ら
10
倍
に

な
る
。ま
た
、紹
介
状
な
し
で
5
0
0

床
以
上
の
病
院
を
受
診
す
る
場
合
、

5
0
0
0
円
～
1
万
円
を
別
途
負
担

し
て
も
ら
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。基
幹
病
院
や
大
学
病
院
は
研
究

機
関
で
あ
る
た
め
、風
邪
だ
か
ら
と

受
診
す
る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
と

い
う
理
由
で
あ
る
。し
か
し
、日
本
全

国
津
々
浦
々
病
院
が
配
置
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、未
だ
に
無
医
村

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。自
分

の
家
の
近
く
に
あ
る
の
が
大
学
病
院

か
も
し
れ
な
い
。そ
こ
し
か
行
け
な

い
か
ら
風
邪
で
も
か
か
る
人
は
い

る
。し
か
し
、そ
れ
も
一
律
で
排
除

す
る
。医
療
機
関
の
偏
在
を
無
視
し

た
や
り
方
で
あ
り
、受
診
抑
制
に
つ

な
が
る
。そ
の
他
、入
院
給
食
費
は

現
在
1
食
あ
た
り
2
6
0
円
だ
が
、

2
0
0
円
ア
ッ
プ
で
、4
6
0
円
に

す
る
。日
額
で
は
、6
0
0
円
、月
額

で
1
万
8
0
0
0
円
ア
ッ
プ
と
な

る
。実
施
さ
れ
れ
ば
大
変
な
こ
と
に

な
る
。

・2
0
1
5
年
度
予
算
案
に
み
る
介
護

報
酬
の
行
方

　

介
護
保
険
に
も
触
れ
て
お
く
。4

月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
報
酬

は
マ
イ
ナ
ス
2
・
27
％
で
、過
去
2
番

目
の
下
げ
幅
と
な
っ
て
い
る
。介
護

保
険
に
投
じ
る
税
金
は
1
％
で
約

5
2
0
億
円
。つ
ま
り
、2
・
27
％
で

1
千
億
円
ほ
ど
削
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。消
費
税
を
増
や
し
、社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
と
い
い
な
が
ら
、

1
千
億
円
以
上
カ
ッ
ト
す
る
の
は
お

か
し
い
。

　

ま
た
、
介
護
職
員
に
対
し
、「
介

護
職
員
加
算
金
」
と
し
て
月
々

1
万
2
0
0
0
円
を
上
乗
せ
す
る
と

し
て
い
る
が
、こ
れ
に
は
ト
リ
ッ
ク

が
あ
る
。各
事
業
所
は
加
算
の
方
法

を
、①
基
本
給
で
1
万
2
0
0
0
円

ア
ッ
プ
、②
手
当
で
ア
ッ
プ
、③
賞
与

で
ア
ッ
プ
、こ
の
な
か
か
ら
選
ぶ
よ
う

に
な
る
。こ
れ
は
年
収
を
あ
げ
る
と

い
う
話
で
は
な
い
。例
え
ば
月
々
の
基

本
給
を
1
万
2
0
0
0
円
ア
ッ
プ
し

た
と
す
る
。し
か
し
、手
当
と
賞
与
を

ゼ
ロ
に
し
た
ら
ど
う
な
る
か
？
年
収

は
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
。あ
る
い
は

手
当
を
1
万
2
0
0
0
円
ア
ッ
プ
し

た
が
、賞
与
を
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
年
収
は

変
わ
ら
な
い
。厚
生
労
働
省
は「
年
収

（
6
面
下
段
か
ら
続
く
）

（
8
面
上
段
に
続
く
）

　

医
療
保
険
制
度
改
革
の
内
容
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「goods &

 service tax

」だ
が
、こ

れ
は
以
前
、日
本
に
あ
っ
た
物
品
税

の
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り
特
殊
な
も

の
に
税
金
が
か
か
る
の
で
あ
っ
て
、

押
し
な
べ
て
全
て
の
も
の
に
税
率
を

か
け
る
も
の
で
は
な
い
。ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ほ
と
ん
ど
で
は
本
と
新
聞
、雑

誌
類
に
は
税
金
は
か
か
ら
な
い
。そ

れ
は
全
て
の
人
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、本
や

雑
誌
や
新
聞
に
は
税
金
を
か
け
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。日
本
は
消

費
税
が
か
か
っ
て
い
る
。つ
ま
り
貧

困
な
人
は
新
聞
も
見
る
な
、本
も
読

む
な
、雑
誌
も
買
う
な
と
、そ
う
い
う

恐
ろ
し
い
国
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、税
率
で
比
較
す
る
の
は
全

く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。使
え
る
部

分
で
は
税
収
で
見
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。消
費
税
収
が
国
税
収
に
占
め
る

割
合
は
日
本
で
は
約
2
割
で
あ
る
。

で
は
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
は
税
率
が
25
％

だ
か
ら
大
変
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
う

と
、国
税
収
に
占
め
る
割
合
は
22
％

で
あ
る
。つ
ま
り
、現
在
、日
本
と
ス

ウ
エ
ー
デ
ン
の
国
税
収
に
占
め
る
消

費
税
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
日
本
は
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の

よ
う
な
高
度
な
福
祉
国
家
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、実
は
そ

う
な
っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
い
う
こ

と
か
？
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
の
社
会
保
障

財
源
の
ほ
と
ん
ど
は
企
業
負
担
で
あ

る
。日
本
の
場
合
は
企
業
負
担
が
極

め
て
少
な
い
か
ら
社
会
保
障
が
充
実

し
て
い
な
い
だ
け
な
の
だ
。企
業
は

有
り
余
る
お
金
を
今
は
持
っ
て
い

る
。内
部
留
保
で
た
く
さ
ん
の
お
金

を
も
っ
て
い
る
の
に
、そ
れ
が
全
く

国
民
に
還
元
さ
れ
て
い
な
い
。賃
金

も
あ
が
っ
て
い
な
い
。ど
ん
ど
ん
内

部
留
保
を
拡
大
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。そ
の
1
％
で
も
2
％
で
も
国
民

に
還
元
す
れ
ば
給
料
は
あ
が
っ
て
い

く
だ
ろ
う
し
、社
会
保
障
の
水
準
も

あ
が
る
だ
ろ
う
。そ
れ
を
や
っ
て
い

な
い
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。

（
文
責
～
協
会
事
務
局
）

※
文
中
の
表
1
か
ら
表
8
は
講
演
当
日
の
配

布
資
料
よ
り
転
載
し
た
も
の
。

り
と
も
預
貯
金
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
一
方
で
、1
0
0
万
世
帯
は

2
4
1
兆
円
も
の
お
金
を
持
っ
て
お

り
、税
金
も
あ
ま
り
払
っ
て
い
な
い
。

　
「
21
世
紀
の
資
本
」の
著
者
で
あ
る

ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
は
、「
格
差
は
拡

大
し
て
い
っ
て
い
る
。経
済
成
長
以

上
に
富
の
蓄
積
が
あ
る
」と
い
っ
て

い
る
。ま
た
、「
そ
れ
は
一
部
の
人
に

富
が
集
中
し
て
い
っ
て
い
る
」と
も
。

ま
さ
に
現
在
の
日
本
が
そ
う
で
あ

る
。そ
の
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て

儲
け
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
ん
で
も
な

い
、日
本
の
制
度
や
国
民
が
協
力
・
協

働
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
儲
け
ら
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
、儲
け
た
人
ほ
ど
税

金
を
払
う
べ
き
だ
し
、儲
け
た
企
業

ほ
ど
税
金
を
納
め
る
べ
き
だ
。

　

2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

2
0
1
3
年
ま
で
、三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
や
り
そ
な
な
ど
の
都
市
銀
行
は
法

人
税
を
全
く
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
銀
行

が
不
良
債
権
を
抱
え
、公
的
資
金
を

投
入
し
て
や
っ
と
再
生
さ
せ
た
こ
と

か
ら
、「
当
分
の
間
は
法
人
税
を
払
わ

な
く
て
も
よ
い
」と
し
て
し
ま
っ
た

た
め
だ
。

　
「
日
本
は
国
債
・
公
債
を
併
せ
て

1
0
0
0
兆
円
の
借
金
を
抱
え
て
い

る
」と
よ
く
い
わ
れ
る
。ギ
リ
シ
ャ
が

4
0
0
兆
円
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
破

た
ん
し
た
が
、日
本
は
な
ぜ
破
綻
し

な
い
の
か
？
そ
の
理
由
は
、日
本
の

借
金
と
ギ
リ
シ
ャ
の
借
金
は
全
く
違

う
か
ら
で
あ
る
。例
え
話
で
あ
る
が
、

ギ
リ
シ
ャ
を
1
つ
の
家
と
見
立
て
た

場
合
、隣
の
家
か
ら
た
く
さ
ん
借
金

を
し
た
。「
隣
の
家
」と
は
Ｅ
Ｕ
の
こ

と
だ
が
、Ｅ
Ｕ
か
ら「
貸
し
た
お
金

を
返
せ
」と
い
わ
れ
た
が
返
せ
な
く

な
っ
た
の
で
破
綻
し
た
。し
か
し
、日

本
は
、一
家
の
父
親
が
失
業
し
、家
計

が
苦
し
く
な
っ
た
の
で
、そ
の
子
ど

も
や
奥
さ
ん
に「
貸
し
て
く
れ
」と
い

う
も
の
で
、借
金
の
内
容
が
全
然
違

う
。つ
ま
り
、日
本
の
国
債
や
公
債
の

ほ
と
ん
ど
は
日
本
銀
行
な
ど
の
都
市

銀
行
が
買
っ
て
お
り
、外
国
人
は
ほ

と
ん
ど
買
っ
て
い
な
い
。国
内
で
融

通
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

利
益
が
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
2
0
1
3
年
ま
で
法
人
税
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の
間
、都

市
銀
行
は
延
々
と
国
債
を
買
っ
て
い

た
。そ
れ
は
何
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？
税

金
は
返
っ
て
こ
な
い
が
、国
債
は
利

子
が
返
っ
て
く
る
た
め
、国
債
を
買

う
方
が
い
い
か
ら
で
あ
る
。国
債
を

買
う
余
裕
が
あ
れ
ば
税
金
を
払
え
ば

い
い
だ
け
の
話
で
あ
る
。

　

日
本
の
銀
行
に
は
お
金
は
た
く

さ
ん
あ
る
。国
民
が
納
め
た
お
金
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
の
だ
。国
民
が
融
通

し
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
借
金
で
は

な
い
。お
金
の
あ
る
人
か
ら
税
金
を

取
っ
て
い
た
ら
こ
ん
な
借
金
を
す
る

必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

な
ぜ
消
費
税
を
社
会
保
障
の
目
的

税
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
に
は

意
味
が
あ
る
。国
民
が
社
会
保
障
の

充
実
を
求
め
る
運
動
を
す
れ
ば
、「
充

実
さ
せ
る
た
め
に
消
費
税
率
を
あ
げ

る
よ
」と
い
う
話
に
な
る
。つ
ま
り
国

民
は
自
己
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
保
障
を
量
的
、質
的
に
水
準
を

あ
げ
ろ
と
い
う
運
動
を
や
っ
た
と
た

ん
に
、「
消
費
税
を
あ
げ
よ
」と
い
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。消
費
税
を
あ

げ
た
く
な
い
と
国
民
が
思
う
と
社
会

保
障
は
削
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と

思
わ
せ
る
た
め
に
目
的
税
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
北
欧
の
福
祉
国
家
の
消

費
税
は
25
％
で
は
な
い
か
。日
本
は

ま
だ
8
％
だ
。北
欧
の
よ
う
な
福

祉
国
家
に
な
る
た
め
に
は
消
費
税

を
も
っ
と
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
い
わ
れ
る
が
、こ
れ
も
ウ
ソ

で
あ
る
。日
本
以
外
は
消
費
税
で
は

な
い
。日
本
の
消
費
税
を
英
語
で
は

「consum
ption tax

」と
い
う
。と

こ
ろ
が
他
の
国
は
Ｇ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
。

だ
。お
金
持
ち
ほ
ど
税
金
を
払
わ
な

く
て
も
い
い
仕
組
み
、こ
れ
は
能
力

の
協
働
性
か
ら
考
え
る
と
極
め
て
お

か
し
い
。

　

表
8
を
み
て
ほ
し
い
。濃
い
折
れ

線
グ
ラ
フ
は
左
の
目
盛
、薄
い
折
れ

線
グ
ラ
フ
は
右
の
目
盛
で
あ
る
。濃

い
折
れ
線
は「
富
裕
層
の
世
帯
数
」で

あ
る
。政
府
は「
金
融
資
産
を
1
億
円

以
上
持
っ
て
い
る
人
」を「
富
裕
層
」

と
定
義
し
て
い
る
。2
0
1
3
年
に

は
1
0
0
万
世
帯
を
超
え
て
い
る
。

現
在
の
日
本
に
は
約
3
0
0
万
人
い

る
。1
億
円
以
上
な
の
で
、平
均
で
は

な
く
一
番
下
が
1
億
円
で
あ
る
。富

裕
層
だ
け
で
2
4
1
兆
円
も
持
っ

て
い
る
。日
本
の
国
家
予
算
は
96
兆

円
で
、人
口
は
約
1
億
2
0
0
0
万

人
い
る
が
、た
っ
た
1
0
0
万
世
帯

（
3
0
0
万
人
）で
、2
4
1
兆
円
の

金
融
資
産
を
持
っ
て
い
る
。「
赤
字
、

赤
字
」と
い
う
が
、富
裕
層
か
ら
も
う

少
し
税
金
を
取
れ
ば
い
く
ら
で
も
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
。

　

か
た
や
右
の
目
盛
を
み
て
ほ
し

い
。「
資
産
が
ゼ
ロ
世
帯
の
割
合
」、つ

ま
り
預
貯
金
が
全
く
無
い
世
帯
が
3

割
も
あ
る
。国
民
の
3
割
は
1
円
た

　
「
能
力
の
協
働
性
」に
つ
い
て
述
べ

る
。例
え
ば
、あ
る
人
が
い
い
大
学
を

出
て
、い
い
就
職
を
し
て
、そ
こ
で
一

定
貯
金
し
た
も
の
を
元
に
起
業
し
、莫

大
な
利
益
を
あ
げ
た
と
す
る
。そ
う
い

う
人
ほ
ど
、「
儲
け
た
人
が
た
く
さ
ん

税
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
お
か
し
い
。儲
け
た
人
が
報
わ
れ
る

社
会
に
す
る
た
め
に
は
儲
け
た
人
ほ

ど
税
金
を
安
く
す
べ
き
だ
」と
い
う
。

ま
た
、「
儲
け
な
か
っ
た
人
は
努
力
が

足
り
な
か
っ
た
の
だ
」と
も
よ
く
い
わ

れ
る
。本
当
に
そ
う
な
の
か
？「
能
力

の
協
働
性
」か
ら
考
え
る
と
全
く
違

う
。様
々
な
研
究
が
あ
る
が
、高
所
得

の
家
に
生
ま
れ
れ
ば
だ
い
た
い
大
学

ま
で
行
っ
て
い
る
。所
得
が
極
め
て
低

い
家
に
生
ま
れ
れ
ば
、そ
こ
の
師
弟
が

大
学
に
行
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

生
ま
れ
た
時
に
決
ま
っ
て
い
て
、努
力

で
は
な
い
。お
金
が
あ
れ
ば
小
さ
い
時

か
ら
塾
に
行
き
、家
庭
教
師
を
付
け
て

も
ら
え
る
。様
々
な
お
金
が
そ
の
人
に

投
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
在
能

力
を
顕
在
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ

け
の
話
だ
。能
力
の
問
題
で
も
努
力
の

問
題
で
も
な
い
。能
力
そ
の
も
の
は
周

り
か
ら
の
支
援
、協
力
、協
働
が
あ
っ

て
開
花
す
る
。だ
か
ら
儲
け
た
人
は
そ

の
協
力
、協
働
に
報
い
る
た
め
に
税
金

を
た
く
さ
ん
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。儲
け
た
人
ほ
ど
、周
り
か
ら
の
支

援
が
多
か
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
を
企
業
に
当
て
は
め
て
考
え

て
み
る
。例
え
ば
、ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

が
世
界
で
1
0
0
0
万
台
の
車
を

売
っ
た
。他
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
は

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
た
め
、ト

ヨ
タ
に
勤
め
て
い
る
人
は
、「
我
々
が

非
常
に
高
い
能
力
を
持
っ
て
い
た
が

故
に
汎
用
性
の
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

エ
ン
ジ
ン
を
開
発
で
き
た
。だ
か
ら

我
々
が
儲
け
て
当
然
だ
」と
い
う
か
も

し
れ
な
い
。ト
ヨ
タ
の
工
場
は
、愛
知

県
豊
田
市
に
あ
る
が
、そ
こ
で
つ
く
る

場
合
、全
国
各
地
か
ら
安
い
部
品
を
手

に
入
れ
る
。そ
れ
ら
の
部
品
は
鉄
道
網

や
道
路
網
を
使
っ
て
輸
送
さ
れ
る
が
、

そ
の
鉄
道
網
や
道
路
網
は
ト
ヨ
タ
が

つ
く
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
？
国
民
が

払
っ
た
税
金
な
ど
で
つ
く
ら
れ
、維
持

さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、我
々
国
民
が

協
力
・
協
働
し
た
か
ら
こ
そ
ト
ヨ
タ
は

安
い
部
品
を
安
い
運
賃
で
運
ぶ
こ
と

が
可
能
な
の
だ
。ト
ヨ
タ
に
対
し
て
協

力
・
協
働
し
た
の
は
国
民
な
の
だ
か

ら
、ト
ヨ
タ
は
当
然
高
い
税
金
を
払
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
ト
ヨ
タ
が
2
0
1
3
年

に
国
に
支
払
う
法
人
税
は
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
。ま
た
、消
費
税
が
1
9
8
9

年
4
月
1
日
に
で
き
て
以
降
、大
企

業
は
今
ま
で
一
度
た
り
と
も
消
費
税

を
納
め
て
い
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か

輸
出
戻
し
税
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん

還
付
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
2
年
の

1
年
間
で
1
6
0
0
億
円
も
消
費
税

が
ト
ヨ
タ
に
還
付
さ
れ
て
い
る
。国

税
に
入
る
消
費
税
の
う
ち
5
分
の
1

が
ト
ヨ
タ
な
ど
の
大
企
業
に
還
付
さ

れ
て
い
る
。だ
か
ら
、大
企
業
ほ
ど
消

費
税
を
あ
げ
ろ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、高
所
得
者
ほ
ど
税
金
を
払

わ
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
？
株
の
売

り
買
い
や
証
券
に
よ
る
収
入
は
分
離

課
税
で
あ
る
た
め
、20
％
し
か
税
金

が
か
か
ら
な
い
。所
得
税
は
45
％
が

最
高
だ
が
、分
離
課
税
に
な
る
の
で
、

そ
の
部
分
は
ど
れ
だ
け
儲
け
て
も
2

割
し
か
税
金
を
払
わ
な
く
て
よ
い
の

を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
」と
は
い
っ
て
い
な

い
。月
々
の
給
料
、ま
た
は
手
当
か
賞

与
の
な
か
で
反
映
さ
せ
る
た
め
、い
く

ら
で
も
操
作
が
で
き
る
。つ
ま
り
、全

く
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
な
く
て
も
ア
ッ

プ
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
み
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
し
、そ
う
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。特
に
施
設
で
は
実
質
マ
イ
ナ

ス
4
％
で
あ
り
、介
護
職
員
の
給
料
だ

け
を
あ
げ
る
な
ど
現
実
的
に
は
ま
ず

で
き
な
い
。

参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想

（
一
部
紹
介
）

・
私
は
こ
の
春
か
ら
看
護
学
部
入
学

す
る
学
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
医
療
に

携
わ
る
者
と
し
て
“
命
を
守
る
”
と

い
う
こ
と
は
、
物
理
的
に
病
を
治
す

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
制
度
や

政
策
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
社
会

を
大
き
く
担
っ
て
い
く
者
と
し
て
、

今
の
日
本
の
現
状
や
解
決
方
法
を
探

す
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
事
に
目
を

向
け
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

・「
大
企
業
は
周
り
の
支
援
が
あ
っ

た
か
ら
、
儲
け
ら
れ
た
の
だ
」
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

・
医
療
改
悪
の
流
れ
、
混
合
診
療
の

問
題
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
産
業
の
発
展
の

流
れ
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
国
の

財
源
論
へ
の
反
論
の
論
拠
も
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

（
7
面
下
段
か
ら
続
く
）

　

財
源
へ
の
ヒ
ン
ト
…
能
力
の
協
働
性

　

お
わ
り
に

出典：「朝日新聞」2014年 11月 28日付け。
注：金融資産 1億円以上を保有している富裕層の世帯数は、野村総合研究所調べ。
　　金融資産ゼロ世帯割合は、金融広報中央委員会調べ。

富裕層の世帯数、資産ゼロの世帯の割合の推移
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（左目盛り）
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資産ゼロ
世帯の割合

表8
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を
電
子
媒
体
で

保
存
し
て
い
る

場
合
で
、プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
に

時
間
を
要
す
る

場
合
は
、画
像

を
確
認
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
等
の

持
参
、ま
た
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

等
の
記
録
媒
体

の
持
参
も
可

能
、と
い
う
点

な
ど
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

協
会
は
指
導

改
善
と
し
て
、こ
れ
ま
で
も
重
ね
て

持
参
物
の
軽
減
を
求
め
て
き
て
お

り
、こ
の
度
の
事
務
連
絡
を
評
価
し

て
い
ま
す
。ま
た
、実
際
の
取
扱
い
に

関
し
て
、主
に
次
の
2
点
を
質
問
し

ま
し
た
。①
事
務
連
絡
発
出
後
、指
導

実
施
通
知
の
内
容
の
変
更
は
行
な
わ

れ
た
の
か
。②
日
歯
は
当
該
会
員
に

周
知
す
る
と
し
て
い
る
が
、厚
生
局

と
し
て
日
歯
会
員
外
へ
の
事
務
連
絡

の
周
知
は
行
な
う
の
か
。

　

こ
れ
に
対
し
、厚
生
局
よ
り
、①
事

務
連
絡
に
基
づ
き
、3
項
目（
別
掲
の

指
導
実
施
通
知
の
下
線
部
）の
変
更

を
行
っ
た
。指
導
対
象
と
な
っ
た
保

険
医
療
機
関
か
ら
個
々
に
相
談
が
寄

せ
ら
れ
れ
ば
、事
務
連
絡
に
沿
っ
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。②
指

導
に
対
し
て
の
持
参
物
に
な
る
た

め
、指
導
対
象
の
保
険
医
療
機
関
に

あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
と
い
う
対
応

で
良
い
と
考
え
て
い
る
。歯
科
医
師

会
が
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

私
ど
も
が
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
計
表
な
ど
作
成
・
保
存
義
務
の

法
的
根
拠
が
な
い
も
の
は
あ
ら
た
め

て
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、こ
の
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
9
月
25
日
、厚
生
労
働
省
保

険
局
医
療
課
医
療
指
導
監
査
室
長
補

佐
名
で「
都
道
府
県
歯
科
個
別
指
導

に
お
け
る
持
参
物
に
つ
い
て
」と
の

事
務
連
絡
が
、各
地
方
厚
生（
支
）局

医
療
課
長
宛
て
に
発
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
日
本
歯
科
医
師
会（
以
下

「
日
歯
」）よ
り
出
さ
れ
た
個
別
指
導

時
の
持
参
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
要

望
事
項
に
対
し
、協
議
し
た
結
果
を

厚
労
省
が
ま
と
め
た
も
の
で
、①
日

計
表
な
ど
は
作
成
し
・
保
存
し
て
い

れ
ば
持
参
し
、作
成
・
保
存
し
て
い
な

け
れ
ば
新
た
な
作
成
は
不
要
、②
Ｘ

線
フ
ィ
ル
ム
、口
腔
内
カ
ラ
ー
写
真

　

協
会
は
、昨
年
10
月
26
日
に
実
施

さ
れ
た
集
団
的
個
別
指
導（
歯
科
）で

使
用
さ
れ
た
資
料（「
診
療
録
記
載
の

充
実
」と
題
し
た
ス
ラ
イ
ド
）に
つ
い

て
、開
示
手
続
き
を
経
て
入
手
し
ま

し
た
。資
料
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る

こ
と
か
ら
中
国
四
国
厚
生
局
に
質
問

し
、回
答
を
得
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
）

　

資
料
で
は
、カ
ル
テ
第
2
面
記
載

の
注
意
点
と
し
て
、独
自
の
略
称
の

使
用
は
不
可
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

カ
ル
テ
等
に
使
用
で
き
る
略
称
は

「
歯
科
の
診
療
録
及
び
診
療
報
酬
明

細
書
に
使
用
で
き
る
略
称
に
つ
い

て
」（
以
下「
通
知
」）に
示
さ
れ
て
い

る
が
、資
料
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る

「
Ｓ
Ｐ
」や「
Ｔ
Ｂ
Ｉ
」な
ど
は
通
知
に

示
さ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
ら
は
多
く

の
保
険
医
療
機
関
で
使
用
さ
れ
て
お

り
、「
独
自
の
略
称
」に
は
該
当
し
な

い
と
考
え
て
よ
い
か
。

協
会
は
、①「
Ｓ
Ｐ
」な
ど
を
略
称
通
知

に
盛
り
込
む
よ
う
、厚
生
局
か
ら
厚
労

省
に
要
請
を
行
な
っ
て
は
ど
う
か
、②

全
歯
科
保
険
医
療
機
関
、特
に
集
団
的

個
別
指
導
を
受
け
た
保
険
医
に
対
し
、

通
知
の
周
知
徹
底
を
は
か
っ
て
は
ど

う
か
、③
通
知
の
周
知
を
は
か
る
期
間

は
、指
導
の
場
で
の
指
摘
に
留
め
、指

摘
事
項
に
は
反
映
さ
せ
な
い
な
ど
の

取
扱
い
が
必
要
で
は
な
い
か
、と
の
再

質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

後
日
、厚
生
局
よ
り「
貴
重
な
意
見

と
し
て
承
る
。今
後
、集
団
指
導
等
で

周
知
し
て
い
き
た
い
」と
の
返
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
生
方
に
は
通
知
を
お
目

通
し
い
た
だ
き
、独
自
の
略
称
を
使

用
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、カ
ル
テ

記
載
が
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か

の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
Ｓ
Ｐ
」や「
Ｔ
Ｂ
Ｉ
」は

使
用
で
き
る
略
称
に
は

該
当
し
な
い

―
厚
生
局
が
回
答

（
回
答
内
容
）

　
「
Ｓ
Ｐ
」「
T
B
I
」

は
、通
知
に
示
さ
れ
て

お
ら
ず
、現
行
の
カ
ル

テ
等
に
使
用
で
き
る
略

称
に
は
該
当
し
な
い
と

考
え
て
い
る
。使
用
し

た
ス
ラ
イ
ド
に
は
文
言

が
載
っ
て
お
り
、使
用

で
き
る
文
言
で
あ
る
か

の
よ
う
な
誤
解
を
招
い

た
こ
と
は
反
省
し
、お

詫
び
す
る
。

　

こ
の
回
答
を
受
け
、

　

去
る
2
月
14
日
（
土
）
に
、
小
正

裕
先
生
を
講
師
に
迎
え
標
記
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。
土
曜
日
の
夕
方

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
等
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

在
宅
診
療
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。
特
に
、
老
人
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
か
ら
老
人
の
基
本
的
な
特
徴

を
通
し
て
の
高
齢
者
医
療
の
必
要

性
、
高
齢
者
の
歯
科
治
療
に
お
け
る

注
意
点
の
講
演
は
、
今
後
歯
科
治
療

を
行
う
際
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
又
、
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
を

お
聞
き
す
る
と
、
高
齢
者
の
高
齢
化

率
が
高
ま
る
今
後
に
歯
科
医
師
と
し

て
今
必
要
な
事
は
何
か
？
改
め
て
考

え
直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
認
知
症
の
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
学
ぶ
機
会
が
な
く
認
知
症
の

人
と
家
庭
の
会
の
皆
様
に
一
か
ら
教

え
て
頂
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

高
齢
者
の
摂
食
嚥
下
障
害
の
講
演

で
は
、
Ｖ
Ｅ
や
Ｖ
Ｆ
の
ス
ラ
イ
ド
、

ビ
デ
オ
が
多
く
、
わ
か
り
や
す
い
内

容
で
今
後
の
治
療
に
も
い
か
し
て
い

き
た
い
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
作
成
も
大
変
参

考
に
な
り
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
思
え
ば
10
数
年
前
は
、

歯
ブ
ラ
シ
の
柄
に
即
重
で
作
成
し
た

器
具
を
作
り
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

た
が
今
で
は
、
た
く
さ
ん
の
機
材
が

開
発
さ
れ
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
舌
圧
も
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

又
、
内
視
鏡
の
講
習
な
ど
も
多
く

な
っ
て
画
像
を
み
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
画
像
を

診
断
す
る
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
経
験

が
と
も
な
わ
ず
不
安
で
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
に
摂
食
嚥
下
に
は

係
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
支
援
の
施
設
基
準
に
係
る
届

出
を
予
定
し
て
い
る
私
達
に
と
っ
て

は
一
度
で
す
べ
て
の
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
の
研
修
は
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
正
先
生
に
は
、
こ
の
よ

う
な
多
く
の
テ
ー
マ
を
3
時
間
に
わ

た
り
貴
重
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回

は
、
小
正
先
生
に
摂
食
嚥
下
の
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
い
て
の
講
演
を
希
望
し
、

感
想
を
終
わ
り
ま
す
。（
広
島
市
中

区
・
も
ち
も
ち
の
木
歯
科
医
院
院
長
）

高
齢
社
会
に
お
け
る
歯
科

の
役
割
と
は
？

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施

設
基
準
に
関
わ
る
研
修
会
開
く

　
協
会
は
2
月
14
日
（
土
）、「
高
齢
者
歯
科
医
療
と
摂

食
・
嚥
下
障
害
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
在
宅

療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
関
わ
る
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
小
正 

裕
先
生
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科

学
講
座
教
授
）
は
、
高
齢
社
会
と
口
腔
ケ
ア
、
高
齢
者

の
心
身
の
特
性
、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
、

そ
し
て
高
齢
者
に
多
く
認
め
ら
れ
る
摂
食
・
嚥
下
障
害

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
ニ
ー
ズ
の

高
い
訪
問
歯
科
診
療
の
た
め
に
、
補
綴
治
療
に
関
連
す

る
器
機
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
岡
部
栄
夫
先
生
に
感
想
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

研
修
会
に
参
加
し
て

講師の小正先生

（
感
想
） 

岡
部
　
栄
夫

審査、指導等相談について

 随時受付・役員が対応します

指導通知が届いたら
協会までご連絡ください

（歯周病検査）
Q1 混合歯列期の患者に歯周基本検査は算定
できるか。
A1 算定できます。混合歯列期の患者の歯周
組織の状態及び歯牙年齢等により混合歯列
期歯周病検査以外の歯周病検査を行う場合
は、十分に必要性を考慮した上で算定して
ください。

※参考 「歯科点数表の解釈」（平成26年4月版）
p189　D002歯周病検査　通知（5）

歯科点数等
Q&A

歯
科
個
別
指
導
の
持
参
物

事
務
連
絡
発
出
後
の
取
扱
い
の
変
更
を
質
す

カルテ・レセプトで使用できる略称
医療機関への周知求め、厚生局に質問

保険医療機関において当日準備していただく書類等

※別途連絡する患者に対する書類等を準備して頂くもの
（1）略
（2）�Ｘ線フィルム（パノラマ、デンタル等）及び口腔内カラー写真（た

だし、デジタル映像として電子媒体に保存している場合にあって
は、原則として当該映像をプリントアウトしたもの）。

※略
※Ｘ線画像、口腔内カラー写真等を電子媒体にて保存している場合
で、プリントアウトに時間を要する場合は事前にご相談ください。

※全ての患者に対する書類等を準備して頂くもの
（3）略
（4）�患者ごとの一部負担金徴収に係る日計表又は患者ごとの内訳の

分かる帳簿又は患者ごとの内訳の分かる現金出納簿及び未収金
簿（直近1年分程度）

（5）患者ごとの予約状況がわかる予約簿等（直近1年分程度）
（6）�審査支払機関からの返戻・増減点通知に関する書類（直近1年分程

度）
（7）歯科技工物単価表
（8）～（10）　略
※上記（4）、（5）、（6）及び（7）については、作成及び保存している場合
に持参してください。
以下、略

　

協
会
は
医
科
・
歯
科
の
社
保
部
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
部
会
で
は
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
保
険
請
求
事

例
、
納
得
で
き
な
い
査
定
事
例
の
検

討
な
ど
を
行
い
、
必
要
な
情
報
は
適

宜
協
会
紙
等
で
紹
介
す
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
か
ら
の
要

望
に
応
じ
、
審
査
支
払
機
関
や
行
政

当
局
と
の
折
衝
も
行
い
ま
す
。

　

個
別
指
導
や
監
査
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
指
導
当
日
の
録
音
の
実
施
や

弁
護
士
帯
同
の
実
施
の
他
、
カ
ル
テ

記
載
等
に
つ
い
て
役
員
が
助
言
を
行

う
相
談
会
も
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
別
指
導
や
監
査
の
通
知
が
な

く
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、法
律
・
税
務
・
労
務
相
談
も
随

時
受
付
し
て
い
ま
す（
12
面
に
掲
載
）。
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広
島
県
健
康
福
祉
局
は
3
月
10

日
、「『
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
』

を
算
定
し
た
場
合
に
お
け
る
福
祉
医

療
費
公
費
負
担
事
業
に
係
る
一
部
負

担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
と
の
通

知
を
発
出
し
ま
し
た
。

　

通
知
に
は
、
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
の
「
乳
幼
児
（
90
）」「
ひ
と
り
親

家
庭
（
92
）」「
重
度
（
91
）」
の
3

つ
の
受
給
者
が
入
院
し
、
短
期
滞
在

手
術
等
基
本
料
が
算
定
さ
れ
た
場
合

の
取
扱
い
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
入
院

（
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
を
算
定

す
る
入
院
も
含
む
）
の
際
の
本
事
業

に
係
る
一
部
負
担
金
は
、
入
院
日
数

分
を
徴
収
す
る
こ
と
。

②
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
短
期

滞
在
手
術
等
基
本
料
を
算
定
す
る
入

院
が
月
を
ま
た
い
だ
場
合
は
、
手
術

又
は
検
査
を
行
っ
た
月
に
、
当
該
入

院
の
合
計
日
数
分
の
一
部
負
担
金
を

患
者
負
担
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
。

③
本
通
知
の
適
用
は
、
平
成
27
年
4

月
1
日
診
療
分
か
ら
と
す
る
。

④
各
市
町
に
よ
っ
て
一
部
負
担
金
の

取
扱
い
（
限
度
日
数
等
）
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
受
給
者
証
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
か
ら
乳
幼
児（
90
）の

対
象
年
齢
を
拡
大

尾
道
市
・
神
石
高
原
町

　

本
年
4
月
1
日
よ
り
、
尾
道
市
お

よ
び
神
石
高
原
町
が
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
（
90
）
受
給
者
の
対
象
年

齢
を
引
き
上
げ
ま
す
。
受
給
者
証
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
尾
道
市
）

変
更
前
―�

入
院
：
小
学
校
6
年
生
ま

で

変
更
後
―�

入
院
：
中
学
校
3
年
生
ま

で

（
神
石
高
原
町
）

変
更
前
―�

入
通
院
と
も
中
学
校
3
年

生
ま
で

変
更
後
―�

入
通
院
と
も
18
歳
到
達
後

最
初
の
3
月
31
日
ま
で

命の海を

原発よりも

59

は
じ
め
に

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
放
射
線
防
御
原
則
と
そ
の「
倫
理
性
」

危
害
を
正
当
化
す
る「
倫
理
」

お
わ
り
に

現
状
へ
の
主
体
的
従
属

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
発
生
か
ら
4

年
が
経
過
し
、事
故
の
深
刻
な
健
康

被
害
を
示
す
デ
ー
タ
ー
が
徐
々
に

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。福
島
県
の

未
成
年
者
に
お
け
る
甲
状
腺
癌
や
、

茨
城
県
取
手
市
の
小
中
学
生
の
心
臓

疾
患
、こ
れ
ら
急
増
の
現
実
は
、年
間

20
ｍ
Ｓ
ｖ
未
満
の
被
ば
く
線
量
の
保

育
園
や
学
校
を
、文
部
科
学
省
が
利

用
可
能
と
決
定
し
た
時
点
で
十
分
に

想
定
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。し
か
し
、

こ
う
し
た
汚
染
地
域
に
居
住
さ
せ
る

政
策
の「
倫
理
性
」を
提
唱
す
る
人
物

が
い
る
。政
府
の
20
ｍ
Ｓ
ｖ
判
断
の

拠
り
所
と
な
っ
た
防
護
基
準
を
勧
告

す
る
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会（
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）副
議
長
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ

　

ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
に
よ
る
と
、放
射

線
防
御
体
系
の
構
築
に
は
、科
学
的

知
識
の
み
な
ら
ず
、経
験
、さ
ら
に
価

値
判
断
が
重
要
と
な
り
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

の
勧
告
は
①「
害
よ
り
益
を
多
く
す

る
」正
当
性
の
原
則
、②「
合
理
的
に

達
成
で
き
る
範
囲
で
被
曝
を
可
能
な

限
り
低
く
す
る
」最
適
化
の
原
則
、③

「
個
々
の
被
曝
量
の
不
平
等
性
を
緩

シ
ャ
ー
ル
氏
で
あ
る
。ロ
シ
ャ
ー
ル

氏
は
昨
年
2
月
に
広
島
大
学「
放
射

線
災
害
復
興
を
推
進
す
る
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第
3
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て「
放
射
線
防
護
の
倫
理
的
側
面
」と

の
タ
イ
ト
ル
で
講
義（
1
）を
行
な
っ

て
い
る
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、文

部
科
学
省
の「
博
士
課
程
教
育
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ

れ
、最
長
7
年
間
に
わ
た
り
年
間
最

大
で
3
億
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
。国
連
人
権
理
事
会
で
健
康

に
生
き
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
と

指
摘
さ
れ
た
こ
の
政
策
に
、い
か
な

る「
倫
理
性
」が
あ
る
と
い
う
の
か
。

以
下
、ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
の
講
義
の
概

要
を
示
し
検
討
す
る（
2
）。

和
す
る
た
め
受
容
不
可
能
な
リ
ス
ク

を
制
限
す
る
」被
曝
線
量
限
度
適
用

の
原
則
に
基
づ
く
と
い
う
。さ
ら
に

2
0
0
7
年
の
勧
告
で
は
、④
利
害

関
係
者
の
視
点
や
懸
念
を
考
慮
す

る
必
要
性
が
言
及
さ
れ
、利
害
者
の

関
与
の
重
要
性
が
加
わ
っ
た
。そ
し

て
こ
れ
ら
の
原
則
は
そ
れ
ぞ
れ
が

「
善
行
」「
慎
重
さ
」「
正
義
」「
自
律
と

尊
厳
」と
い
う
倫
理
性
を
備
え
て
い

る
と
い
う
。つ
ま
り
政
策
決
定
者
が

社
会
の
で
き
る
だ
け
広
範
な
便
益
を

考
え
て
、害
よ
り
益
を
多
く
す
る
こ

と
は「
善
行
」で
あ
り
、「
技
術
や
社
会

経
済
的
発
展
」を
考
慮
し
た「
合
理
的

な
」判
断
は「
慎
重
さ
」と
い
う
倫
理

と
深
く
結
び
つ
き
、被
曝
線
量
限
度

を
設
定
す
る
こ
と
で
、被
曝
量
の
個

人
差
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
受
容
不
可

シ
ャ
ー
ル
氏
の「
倫
理
」は
、社
会
の
便

益
を
考
え
る「
善
行
」を
推
奨
し
、「
最

適
化
」原
則
に
よ
り「
技
術
や
社
会
経

済
的
発
展
」を
考
慮
す
る
た
め
、個
人

レ
ベ
ル
で
は
損
益
が
利
益
を
上
ま
わ

る
、つ
ま
り
危
害
が
避
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
生
じ
る
。本
来
は
そ
う
し
た

危
害
を
避
け
る
た
め
に
線
量
限
度
を

設
け
て
、誰
も
が「
受
容
不
可
能
」な
リ

ス
ク
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、残
念
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
防

護
基
準
は
個
々
人
の
放
射
線
感
受
性

の
違
い
な
ど
を
考
慮
し
な
い
一
律
の

も
の
で
あ
り
、さ
ら
に
、技
術
や
経
済

発
展
を
考
慮
し
た「
慎
重
な
」基
準
は
、

健
康
被
害
の
過
小
評
価
に
つ
な
が
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
、放
射
線
感
受
性

の
高
い
個
人
は
危
害
を
避
け
る
こ
と

は
困
難
と
な
る
。

徳
的
に
生
き
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
る
の
で
も
な
い
。し
か
し
放
射
性

物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で

暮
ら
す
と
い
う
選
択
肢
を
奪
い
な
が

ら
、被
災
者
に
自
助
努
力
で
被
曝
管

理
を
さ
せ
、そ
の
防
護
責
任
を
被
災

者
に
転
嫁
す
る
と
い
う
、そ
う
し
た

行
為
の「
倫
理
性
」を
主
張
す
る
ロ

シ
ャ
ー
ル
氏
の
主
張
を
容
認
す
る
こ

存
せ
ず
選
び
取
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う

か
。住
み
続
け
る
こ
と
が
道
徳
法
則
な

ら
、汚
染
地
域
に
住
ま
な
い
と
い
う
選

択
肢
が
過
去
に
あ
り
、そ
の
選
択
肢
が

自
ら
の
選
択
肢
か
ら
現
在
奪
わ
れ
て

い
る
こ
と
、そ
の
状
況
を
批
判
的
に
捉

え
返
し
そ
の
責
任
を
追
及
す
る
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
汚
染
地
域
に

住
み
続
け
る
と
い
う
自
ら
の
行
為
が

他
者
に
、自
ら
が
意
図
さ
れ
な
い
形
で

利
用
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
、客
観
的
に
道
徳
的
に
検
討

さ
れ
た
そ
の
結
果
と
し
て
の
選
択
な

　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
が
依
拠
す
る
と
い

う
上
記
4
つ
の
倫
理
は
、医
療
従
事
者

の
方
々
に
は
医
療
倫
理
学
の
4
つ
の

倫
理
原
則
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。患
者
の
自
己
決
定
を
尊
重

す
る「
自
律
」、患
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク

や
コ
ス
ト
が
便
益
を
上
回
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る「
善
行
」、危
害
が
治

療
の
便
益
に
不
釣
り
合
い
と
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る「
無
危
害
」、そ
し
て
便

益
と
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
が
公
正
に
分

配
さ
れ
る「
正
義
」が
求
め
ら
れ
る
と

い
う（
3
）。し
か
し
ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
の

倫
理
か
ら
は
無
危
害
原
則
が
抜
け
て

お
り
、奇
妙
に
も
個
々
人
が
危
害
を
被

る
こ
と
が
、そ
の
倫
理
の
中
で
正
当
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。そ
れ
は
医
療
倫

理
原
則
が
常
に
患
者
個
人
の
健
康
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、ロ

　

放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
地
域

で
あ
ろ
う
と
も
、住
み
慣
れ
た
地
域

に
、ま
た
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
た

故
郷
に
、で
き
る
こ
と
な
ら
住
み
続

け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
当
然
で

あ
り
、そ
う
し
た
被
災
者
の
方
々
の

選
択
に
関
し
て
、本
稿
は
異
議
を
唱

え
る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
そ
の
よ

う
な
過
酷
な
状
況
下
で
倫
理
的
に
道

　

ま
た
ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
は
、自
助
防
護

に
よ
り「
自
律
」と「
尊
厳
」を
回
復
す

る
と
い
う
が
、そ
も
そ
も
自
律
と
は

「
自
己
の
欲
求
や
他
者
の
命
令
に
依

存
せ
ず
、自
ら
の
意
思
で
客
観
的
な

道
徳
法
則
を
た
て
て
こ
れ
に
従
う
」

（w
eblio

辞
書
）こ
と
を
意
味
す
る
。線

量
測
定
や
そ
の
解
釈
、被
曝
量
を
減
少

さ
せ
る
様
々
な
自
主
的
な
工
夫
が
い

か
な
る
意
味
で
自
律
的
行
為
な
の
で

あ
ろ
う
か
。汚
染
地
に
住
み
続
け
る
こ

と
が
道
徳
法
則
な
の
だ
ろ
う
か
。そ
れ

は
自
己
の
欲
求
や
他
人
の
命
令
に
依

能
な
」リ
ス
ク
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と

に
よ
り
、公
正
な「
正
義
」が
実
現
す

る
。さ
ら
に
利
害
関
係
者
に
放
射
線

防
護
に
直
接
関
与
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」と「
自

律
」を
促
し
、そ
れ
が「
尊
厳
」を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
。そ
の「
尊

厳
」の
た
め
の
具
体
的
方
策
と
し
て
、

利
害
関
係
者
で
あ
る
汚
染
地
域
に
住

む
人
に
、知
る
権
利
を
認
め
、自
ら
が

線
量
を
測
定
し
、測
定
結
果
を
解
釈

し
、選
択
し
、行
動
を
お
こ
し
、そ
の

結
果
を
評
価
す
る
と
い
う「
自
助
防

護（self-help protection

）」を
促
し
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
知
識
や
技
術
と

し
て
の「
実
践
的
放
射
線
防
護
文
化
」

を
広
め
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
る
。

の
だ
ろ
う
か
。

　

ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
の
自
助
防
護
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
人
々
が
、い
か
に

主
体
的
に
自
分
で
測
定
、解
釈
、判
断

し
よ
う
と
も
、そ
の
基
準
は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

の
デ
ー
タ
ー
や
勧
告
で
あ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
の
価
値
へ
の
従
属
を
避
け
る
こ
と

は
困
難
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
望
み
も
し

な
い
放
射
能
汚
染
を
押
し
付
け
ら
れ
、

そ
の
汚
染
と
日
々
闘
わ
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
究
極
的
従
属
を
問
題
と
せ

ず
、そ
の
従
属
へ「
主
体
的
に
」適
応
す

る
そ
の
姿
を
、こ
の
言
説
は「
自
律
」と

称
揚
す
る
の
で
あ
る
。

と
は
で
き
な
い
。こ
う
し
た
講
義
が
、

被
爆
地
広
島
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、今
後
の
復
興
を
担
う
優
秀
な

若
者
に
向
け
て
、多
額
の
国
家
予
算

を
費
や
し
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
あ

わ
す
と
、現
状
は
尚
更
深
刻
に
思
え

る
。

（
1
）広
島
国
際
会
議
場
に
て
2
0
1
4

年
2
月
15
日
午
前
10
時
40
分
か
ら
約

40
分
間
、外
部
者
に
も
公
開
さ
れ
る
形

で
行
わ
れ
た
。

（
2
）以
下
鍵
括
弧
内
の
出
典
は
、別
途

記
載
の
な
い
限
り
ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
の

講
義
で
使
わ
れ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
。

（
3
）Beau

ch
am

p
, T

om
 an

d
 

C
h
ild

ress, Jam
es, 2001, 

Principles Biom
edical Ethics, 

O
xford U

niversity Press.

放
射
線
防
護
の「
倫
理
性
」と
は

―
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
シ
ャ
ー
ル
氏
の
講
義
か
ら
考
え
る

広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
　
湯
浅
正
恵

広島保険医新聞寄稿集

　本紙2010年4月10
日号より連載がスター
トしている「原発よりも
命の海を」は、これま
でに医師・歯科医師
や専門家など、様々
な方から寄稿をいた
だいています。
　この度、寄稿集の
第3号を発行しまし
た。会員の先生には、
本紙に同封してお届
けします。

追加のご希望は、協会事務局までご連絡ください。
TEL 082-262-5424　FAX 082-262-5427

「原発よりも命の海を 第3号」を発行！
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

「
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
」を
算
定
し
た
場
合
の

一
部
負
担
金
の
取
扱
い
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今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
最

高
裁
判
決
は
、「
言
葉
の
セ
ク
ハ
ラ
」

に
対
し
て
会
社
が
行
う
懲
戒
処
分
が

ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
で
注
目
を

集
め
ま
し
た
。

（
事
件
の
概
要
）

　

会
社
は
男
性
管
理
職
2
名
に
セ
ク

ハ
ラ
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て

事
実
関
係
を
調
査
、就
業
規
則
に
従

い
、1
人
は
30
日
、他
の
1
人
は
10
日

の
出
勤
停
止
、2
人
と
も
課
長
代
理
か

ら
係
長
へ
降
格
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
男
性
管
理
職
側
が「
セ
ク

ハ
ラ
行
為
は
行
っ
て
い
な
い
」、「
各
処

分
は
相
当
性
を
欠
き
懲
戒
権
を
濫
用

し
た
も
の
で
無
効
」等
の
訴
訟
を
提
起

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
判
決
）

　

1
審
に
お
い
て
繰
り
返
し
女
性
に

行
わ
れ
た
発
言
は
セ
ク
ハ
ラ
行
為
で

あ
り
、懲
戒
事
由
に
該
当
し
、懲
戒
処

分
に
つ
い
て
も
手
続
き
に
問
題
な
く
、

社
会
的
相
当
性
を
欠
く
も
の
と
ま
で

言
え
な
い
と
し
て
懲
戒
処
分
は
有
効

と
さ
れ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
2
審
に
つ

い
て
は
、1
審
同
様
セ
ク
ハ
ラ
行
為
は

認
定
さ
れ
懲
戒
事
由
が
存
在
す
る
と

し
な
が
ら
も
懲
戒
処
分
に
つ
い
は
無

効
と
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て

事
前
の
警
告
や
注
意
、会
社
の
具
体
的

な
方
針
を
認
識
す
る
機
会
の
な
い
ま

ま
懲
戒
解
雇
の
次
に
重
い
処
分
を
行

う
こ
と
は「
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め

ら
れ
ず
権
利
の
濫
用
」と
判
断
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

最
高
裁
で
は
2
審
の
判
決
を
破
棄

し
会
社
側
の
逆
転
勝
訴
と
な
り
ま
し

た
。2
審
で
無
効
と
判
断
さ
れ
る
理
由

と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、「
会
社
側

は
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
防
止
を

重
点
課
題
と
し
、社
員
へ
の
周
知
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
セ
ク
ハ
ラ
に
関

す
る
研
修
へ
の
参
加
を
義
務
付
け
る

な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
た
。そ
の
研

修
を
受
け
、会
社
側
の
具
体
的
な
方
針

（
セ
ク
ハ
ラ
防
止
や
懲
戒
事
由
等
）を

部
下
へ
指
導
す
る
管
理
職
と
い
う
立

場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
こ
と
」、「
女
性

社
員
か
ら
の
被
害
の
申
告
が
行
わ
れ

る
ま
で
の
1
年
余
り
の
間
、執
拗
に
セ

ク
ハ
ラ
発
言
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」

「
今
回
の
行
為
が
第
三
者
が
い
な
い
状

況
で
行
わ
れ
て
お
り
、女
性
社
員
か
ら

の
申
告
以
前
に
会
社
側
が
警
告
や
注

意
を
行
う
機
会
が
あ
っ
た
と
は
言
え

な
い
こ
と
」等
か
ら
、今
回
行
っ
た
懲

戒
処
分
は
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由

を
欠
き
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
当
た
ら
ず
、

懲
戒
権
を
濫
用
し
た
も
の
と
は
見
な

せ
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
判
決
は
言
葉
の
セ
ク
ハ
ラ

に
対
し
て
も
状
況
に
応
じ
て
重
い
処

分
を
会
社
側
は
科
す
こ
と
が
出
来
る

こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ

故
に
、会
社
の
懲
戒
処
分
の
あ
り
方
、

ま
た
会
社
が
言
葉
の
セ
ク
ハ
ラ
を
受

け
て
い
る
社
員
か
ら
の
申
告
が
あ
っ

た
時
の
対
応（
言
葉
だ
け
の
セ
ク
ハ

ラ
は
軽
く
考
え
て
し
ま
い
が
ち
！
）

を
間
違
え
る
と
逆
に
会
社
側
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ（
も
ち
ろ
ん
パ
ワ
ハ
ラ

や
マ
タ
ハ
ラ
）に
関
す
る
研
修
や
社

員
へ
の
周
知
徹
底
、懲
戒
処
分
の
規

定
の
見
直
し（
※「
重
い
懲
戒
処
分
を

行
う
場
合
は
弁
明
の
機
会
を
与
え

る
」等
も
入
れ
て
く
だ
さ
い
。）を
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

白
鷺
克
憲
）

し
ょ
う
か
。も
ち
ろ
ん
、（
無
過
失
）補

償
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、繰
り
返
し
お
伝
え
し

て
い
る
よ
う
に
、（
無
過
失
）補
償
の
概

念
と
は
医
療
の
不
確
実
性
や
予
見
不

可
能
性
を
考
慮
せ
ず
に
、結
果
責
任
を

取
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
こ
そ
神
で
な
い
人
間
で
あ
る

医
師
が
、は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
責
任

を
取
り
き
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
？
京
都
保
険
医
新
聞
2
8
4
5
号

（
2
0
1
3
年
1
月
20
日
）よ
り

い
続
け
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、す
で
に

紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ク
レ
ー
ム
は
医
師
に
よ
っ
て

は
、精
神
的
に
大
き
な
動
揺
を
き
た
し

か
ね
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
結
局
の
と
こ
ろ
、先
生
の
言
う
こ

と
は
現
状
無
視
の
屁
理
屈
だ
。先
生
は

医
者
だ
け
ど
、そ
の
前
に
人
間
で
し
ょ

う
？
人
と
し
て
の
良
心
は
な
い
ん
で

す
か
？
何
も
感
じ
な
い
の
？
」と
、時

に
患
者
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
、医
師
も
自
分
の
行
っ
た

治
療
の
結
果
に
つ
い
て
、患
者
さ
ん
に

申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
ら
、こ
の
言
葉
は
予
想
以
上

に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
協
会
は
、あ
え

て
こ
う
助
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、

医
師
は
患
者
さ
ん
の
前
で
は
常
に
医

師
で
す
」

　

医
師
で
あ
る
前
に
人
間
だ
と
い
う

こ
と
は
、世
間
的
に
は
あ
る
意
味
で
当

然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

医
事
紛
争
に
関
わ
る
場
合
の
こ
の
言

葉
の
意
味
と
は
、す
な
わ
ち「
医
療
・
医

学
を
超
越
し
て
判
断
し
ろ
、法
律
も
関

係
な
い
」と
い
う
こ
と
と
、ほ
ぼ
同
義

で
す
。違
う
言
い
方
を
す
れ
ば
賠
償

責
任
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
か
ら（
無

過
失
）補
償
し
ろ
、と
表
現
で
き
る
で

（
74
）時
に
こ
う
言
わ
れ
ま
す
。「
医
者

で
あ
る
前
に
人
間
で
し
ょ
う
？
」

　

医
事
紛
争
が
発
生
す
る
と
、医
療
機

関
側
は
京
都
府
保
険
医
協
会
と
協
力

し
て
、そ
の
因
果
関
係
を
は
じ
め
医
学

的
調
査
を
開
始
し
ま
す
。そ
の
過
程
に

お
い
て
、あ
る
い
は
賠
償
責
任
が
な
い

と
判
断
さ
れ
た
後
に
、患
者
さ
ん
が
納

得
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
。患
者
さ
ん
は
医
療
機
関
側
に

賠
償
責
任
ま
で
は
問
え
な
い
理
屈
を

理
解
し
た
と
し
て
も
、そ
れ
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、ク
レ
ー
ム
を
言

川
柳
3
題

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
歯
笑
（
ば
し
ょ
う
）（
福
山
市
）

（
1
）
義
理
チ
ョ
コ
は　

無
糖
に
し
た
よ　

お
父
さ
ん

（
2
）
壁
ド
ン
で　

勢
い
余
っ
て　

前
歯
折
り

（
3
）
壁
ド
ン
は　

ダ
メ
ヨ
ダ
メ
ダ
メ　

口
臭
が

女
性
の
奮
起
を
促
し
国
民
全
体
に
愛

国
心
を
求
め
る
役
割
を
演
じ
た
の
で

あ
っ
た
。
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検
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廿
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。
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史
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史
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学
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成
二
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）。

お
わ
り
に

　

日
清
戦
争
に
お
い
て
広
島
は
、最

大
の
兵
站
基
地
の
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、日
本
最
大

の
広
島
陸
軍
予
備
病
院
を
開
院
し

5
万
4
0
2
0
名
の
患
者
を
治
療
し

た
。ま
た
当
時
の
世
界
最
大
と
い
わ

れ
た
似
島
臨
時
検
疫
所
を
開
設
し

13
万
7
6
1
4
名
の
検
疫
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、発
見
し
た
伝
染
病

患
者
1
2
6
0
名
を
検
疫
所
内
の
避

病
院
に
収
容
し
治
療
し
た
。

　

広
島
陸
軍
予
備
病
院
に
お
け
る
入

院
患
者
の
病
名
を
み
る
と
、も
っ
と

も
多
い
の
は
脚
気
で
1
万
6
8
8
5

名
、次
が
伝
染
病
の
1
万
2
3
6
1

名
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
う
ち
脚
気

に
関
し
て
は
、海
軍
関
係
病
院
だ
け

で
は
な
く
陸
軍
に
お
い
て
も
す
で
に

麦
飯
の
採
用
に
よ
り
克
服
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
開
戦
に
と
も
な
い

米
飯
を
供
給
し
た
た
め
に
多
発
し
た

こ
と
を
考
え
る
と
、人
災
と
い
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。一
方
、伝
染
病
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
原
因
が
明
確
で
は
な

い
が
、流
行
地
に
お
け
る
消
毒
な
ど
の

対
策
の
不
徹
底
、似
島
検
疫
所
の
開
所

の
遅
れ
が
そ
の
一
因
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。な
お
伝
染

病
の
場
合
は
、コ
レ
ラ
だ
け
で
広
島

県
で
3
9
1
0
名
、広
島
市
だ
け
で

1
3
0
8
名
の
民
間
人
が
罹
患
し
て

い
る
。

　

他
方
、日
清
戦
争
が
医
療
や
看
護
の

発
展
に
貢
献
し
た
面
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。例
え
ば
広
島
陸
軍
予
備
病
院

で
著
名
な
医
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

手
術
法
が
、そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し

た
軍
医
や
開
業
医
に
普
及
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。ま
た
検
疫
と
消
毒
の
徹

底
に
よ
っ
て
、こ
れ
以
降
は
コ
レ
ラ
患

者
の
減
少
を
実
現
し
た
。さ
ら
に
陸
軍

の
医
療
施
設
に
は
じ
め
て
看
護
婦
が

登
用
さ
れ
、戦
時
医
療
に
看
護
婦
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
軍
は
も
と
よ
り
国

民
の
間
で
認
識
さ
れ
、看
護
婦
の
地
位

が
高
ま
り
、自
立
を
求
め
る
女
性
の
代

表
的
な
職
業
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
戦
時
期
の
兵
士
へ

の
米
飯
の
供
給
は
、改
め
ら
れ
る
こ
と

な
く
続
け
ら
れ
た
。そ
の
結
果
、日
露

戦
争
に
お
い
て
も
多
く
の
兵
士
が
脚

気
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
、新
聞
の
報
道
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
し
た
の
か
、広
島
の
医
療

を
対
象
に
し
た
記
事
か
ら
考
え
る
こ

と
に
す
る
。ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の
は
、

ど
こ
を
探
し
て
も
環
境
の
悪
い
予
備

病
院
に
お
い
て
多
く
の
患
者
が
も
だ

え
苦
し
む
様
子
を
伝
え
る
記
事
が
見

当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。目
に
つ
く

の
は
、傷
病
兵
は
正
義
の
戦
争
を
遂
行

す
る
国
家
に
自
ら
を
さ
さ
げ
た
名
誉

あ
る
戦
士
で
あ
る
こ
と
、医
療
従
事
者

は
こ
の
名
誉
あ
る
戦
士
を
丁
重
に
治

療
・
看
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
繰
り
返
す
記
事
で
あ
る
。ま
た
自
己

犠
牲
を
厭
わ
ず
救
護
に
あ
た
る
医
師

や
看
護
婦
、と
く
に
女
性
で
あ
る
看
護

婦
の
献
身
的
な
行
為
が
慈
母
と
美
化

さ
れ
、反
対
に
自
己
の
権
利
を
求
め
る

看
護
人（
男
性
）は
利
己
的
な
行
為
と

し
て
糾
弾
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
て
新

聞
は
、女
性
で
も
立
派
に
国
家
に
奉
公

で
き
る
こ
と
を
強
調
し
、男
性
や
他
の
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日
清
戦
争
期
に
お
け
る

　
　

広
島
の
医
療
の
実
態 

⑦

日
清
戦
争
期
に
お
け
る

　
　

広
島
の
医
療
の
実
態 

⑦

広
島
国
際
大
学　

千
田 

武
志

広
島
国
際
大
学　

千
田 

武
志

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで95
面接・雇用から
採用・退職まで95

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
12
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

「
言
葉
の
セ
ク
ハ
ラ
」
最
高
裁
判
決
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高
齢
者
に
と
っ
て
負
担
増
と
な
る

社
会
保
障
改
革
が
目
白
押
し
だ
。
す

で
に
70
～
74
歳
患
者
の
窓
口
負
担
は

1
割
か
ら
2
割
に
上
が
っ
て
い
る
。

現
在
、
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
も

の
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
保
険
料

の
引
き
上
げ
、
入
院
中
の
食
事
代
の

引
き
上
げ
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

実
現
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

　

主
張
で
は
介
護
報
酬
関
連
を
取
り

上
げ
た
。
介
護
報
酬
カ
ッ
ト
が
実
現

す
れ
ば
、
施
設
な
ど
か
ら
不
満
の
声

が
多
数
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
介

護
保
険
制
度
存
続
の
危
機
で
あ
る
。

�

（
Ｏ
）

　

2
0
1
5
年
3
月
10
日
（
火
）
に

第
19
期
第
23
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
5
年
2
月
11
日
～
2
0
1
5

年
3
月
10
日
）

・
2
月
14
日
（
土
）
在
宅
療
養
支
援

歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
関
わ
る

研
修
会
。

・
2
月
17
日
（
火
）
広
報
文
化
部
会
。

紙
面
企
画
案
お
よ
び
主
張
案
検
討
、

市
民
公
開
講
演
会
の
準
備
状
況
確

認
。

・
2
月
18
日
（
水
）
福
山
、19
日
（
木
）

広
島
で
医
業
税
務
研
究
会
。

・
2
月
20
日
（
金
）
第
3
3
9
回
歯

科
幹
事
会
。
今
年
度
の
歯
科
行
事
、

組
織
拡
大
、
審
査
・
指
導
等
改
善
対

策
、
歯
科
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
、
医

療
運
動
の
検
討
。

・
2
月
22
日
（
日
）
市
民
公
開
講
演

会
「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
を
求
め

て
」

・
2
月
23
日
（
月
）
第
2
5
3
回
医

科
社
保
学
術
部
会
。
保
険
請
求
等
Ｑ

＆
Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・

返
戻
事
例
、
指
導
・
監
査
お
よ
び
適

時
調
査
対
策
、
今
年
度
の
行
事
の
検

討
。

・
2
月
24
日
（
火
）
総
務
財
政
部
会
。

医
療
運
動
対
策
、
各
部
の
活
動
と
対

策
、
行
事
・
会
議
予
定
等
の
確
認
。

・
3
月
3
日
（
火
）
第
1
6
1
回
歯

科
社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、

審
査
改
善
対
策
、
指
導
・
監
査
改
善

対
策
の
検
討
。

・
3
月
7
日
（
土
）
医
科
研
究
会
「
交

通
事
故
診
療
：
医
療
機
関
に
お
け
る

対
応
」

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
」

廃
案
と
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増
・
給

付
削
減
計
画
推
進
の
流
れ
を
止
め
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
。
請
願
署

名
2
1
2
5
筆
を
、
紹
介
議
員
を
通

じ
て
国
会
に
提
出
（
2
月
23
日
）。

市
民
公
開
講
演
会
（
2
月
22
日
）
大

要
の
新
聞
掲
載
を
決
定
。
本
号
に
掲

載
。
そ
の
他
、
理
事
な
ど
を
対
象
と

し
た
政
策
学
習
会
の
開
催
、
医
療
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
全
国
共
同
調
査
」

へ
の
協
力
を
決
定
。

②
指
導
・
監
査
問
題
対
策

　

日
弁
連
意
見
書
に
関
す
る
学
習
講

演
会
の
開
催
を
決
定
。

③
経
営
税
務

　

2
0
1
5
年
度
患
者
応
対
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
、
県
下
4
会
場
で
の

開
催
を
決
定
。

④
共
済
関
係

　

2
0
1
5
年
春
の
普
及
期
間
及
び

打
ち
合
わ
せ
会
議
等
の
実
施
を
確

認
。

⑤
総
務
財
政

　

第
39
回
定
期
総
会
の
記
念
講
演
演

者
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
堤 

未
果

氏
）
を
確
認
。

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

23
19

編
集
後
記

社保 再審査等請求書
A4版30枚つづり

●ご希望の方は協会まで。
　国保の用紙もあります。

☎082-262-5424

2015年度 患者応対セミナー

中　可子　氏 

藤島　久美子　氏 ◇テーマ
①自由テーマ
②個別テーマ「みち」
◇応募資格
協会会員とその家族・従業員
※�他の写真展に応募している（または応募した）
作品の応募は不可です。

◇出展数
お一人2点以下
※�ただし、組写真の場合は1組・3枚までとなり
ます。

◇出展料
2,000円（1作品）
※�作品の返却を希望する場合は梱包・発送料
として1,700円が別途かかります。

◇問い合わせ
�出展を希望される先生は協会事務局までご連
絡ください。詳細な募集要項をお送りします。
協会事務局（TEL 082-262-5424）

第
20
回
写
真
展
・
保
団
連
会
長
賞

「
少
女
の
想
い
」　
堀
　
司
郎
先
生

（
広
島
県
保
険
医
協
会
会
員
）

写真展
2015年6月30日㈫～7月5日㈰

10：00～ 17：00
東京JCIIクラブ25

東京都千代田区一番町25JCIIビルB1F

第26回全国保険医写真展
出展作品募集

第26回全国保険医写真展
出展作品募集

第26回全国保険医写真展
出展作品募集


